
JP 5306050 B2 2013.10.2

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子写真画像形成装置本体に着脱可能なカートリッジにおいて、
　電子写真感光体に形成された静電潜像を現像するための現像ローラと、
　前記現像ローラを回転するための回転力を前記装置本体から受けるためのカップリング
部材と、
　前記カップリング部材の回転軸線が傾動可能となるよう前記カップリング部材を保持す
るとともに、前記カップリング部材から前記現像ローラへ前記回転力を伝達するべく回転
可能な回転力伝達部材であって、前記カップリング部材が前記回転力伝達部材から外れる
のを規制する規制位置と前記カップリング部材が前記回転力伝達部材から外れるのを許容
する退避位置との間を移動可能な第１の規制部を備えた回転力伝達部材と、
　前記第１の規制部が前記規制位置から前記退避位置へ移動するのを規制する第２の規制
部と、
　を有することを特徴とするカートリッジ。
【請求項２】
　前記カートリッジの本体に固定された固定部材が、前記第２の規制部を備えることを特
徴とする請求項１に記載のカートリッジ。
【請求項３】
　前記固定部材は、前記回転力伝達部材を覆っているサイドカバーであることを特徴とす
る請求項２に記載のカートリッジ。
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【請求項４】
　前記回転力伝達部材を回転可能に支持する軸受部材を有し、
　前記回転力伝達部材は、前記軸受部材と前記サイドカバーとの間に配置されていること
を特徴とする請求項３に記載のカートリッジ。
【請求項５】
　前記第１の規制部は、前記規制位置から前記退避位置へ撓み可能に構成されたことを特
徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項６】
　前記回転力伝達部材は、略円筒形状であり、その内側で前記カップリング部材を保持す
ることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項７】
　前記回転力伝達部材の前記内側に、前記カップリング部材から前記回転力を受ける回転
力受け部を有することを特徴とする請求項６に記載のカートリッジ。
【請求項８】
　前記回転力伝達部材、前記回転力受け部、及び、前記第１の規制部は樹脂製であって、
一体成形されていることを特徴とする請求項７に記載のカートリッジ。
【請求項９】
　前記第１の規制部は、前記回転力伝達部材の前記内側に構成されたことを特徴とする請
求項６乃至８のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項１０】
　前記第１の規制部は、前記回転力伝達部材の回転方向に沿って複数箇所に配置されてい
ることを特徴とする請求項９に記載のカートリッジ。
【請求項１１】
　前記第１の規制部は、前記回転力伝達部材の内面と隙間を有して配置されていることを
特徴とする請求項９または１０に記載のカートリッジ。
【請求項１２】
　前記第２の規制部は前記隙間に侵入し、前記第１の規制部が前記回転力伝達部材の回転
半径方向において外方に移動するのを規制することを特徴とする請求項１１に記載のカー
トリッジ。
【請求項１３】
　前記回転力伝達部材は、その回転半径外側に、前記現像ローラへ前記回転力を伝達する
ためのギア部を有することを特徴とする請求項１乃至１２のいずれか１項に記載のカート
リッジ。
【請求項１４】
　前記カップリング部材は一端側に球形状部を有し、その球形状部が前記第１の規制部に
よって規制されることを特徴とする請求項１乃至１３のいずれか１項に記載のカートリッ
ジ。
【請求項１５】
　電子写真画像形成装置の本体に取り外し可能に装着されるカートリッジにおいて、
　現像剤を収容する現像剤収容部と、
　前記現像剤収容部に収容されている現像剤を用いて、電子写真感光体ドラムに形成され
た静電潜像を現像するための現像ローラと、
　前記現像ローラに前記現像剤を供給する現像剤供給ローラと、
　前記カートリッジが前記本体に装着された状態で、前記現像ローラを回転するための回
転力を前記本体から受けるためのカップリング部材と、
　内側に前記カップリング部材の一端側を可動状態で取り付けている樹脂製の円筒部材と
、
　前記円筒部材の前記内側に設けられた、前記カップリング部材が前記本体から受けた前
記回転力を受けるための、樹脂製の円筒側力受け部と、
　前記円筒部材の外側周面に設けられている、前記円筒側力受け部が受けた前記回転力を
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前記現像ローラに伝達するための第１のギアと、
　前記円筒部材の外側周面に設けられている、前記円筒側力受け部が受けた前記回転力を
前記現像剤供給ローラに伝達するための第２のギアと、
　前記円筒部材の前記内側に取り付けられた前記カップリング部材の一端側が前記円筒部
材の軸線方向に外れるのを規制する第１の規制部であって、前記円筒部材の円周方向に沿
って、かつ、間隔をあけて複数箇所に配置されており、前記円筒部材の半径方向に撓み可
能である、樹脂製の第１の規制部と、
　前記現像ローラの長手方向一端側に設けられた現像ローラ軸部を支持する、且つ、前記
現像剤供給ローラの長手方向一端側に設けられた現像剤供給ローラ軸部を支持する第１の
軸受部材と、
　前記現像ローラの長手方向他端側に設けられた現像ローラ軸部を支持する、且つ、前記
現像剤供給ローラの長手方向他端側に設けられた現像剤供給ローラ軸部を支持する第２の
軸受部材と、
　前記第１の軸受部材と結合している状態で、前記カップリング部材の一端側を取り付け
た前記円筒部材を回転可能に覆っており、且つ、第２の規制部を有しており、前記第２の
規制部は前記円筒部材の内面と前記第１の規制部との、少なくとも一つの隙間に進入して
前記第１の規制部が撓むのを規制しているサイドカバーと、
　を有することを特徴とするカートリッジ。
【請求項１６】
　現像剤を収容する現像剤収容部と、前記現像剤収容部に収容されている現像剤を用いて
、電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を現像するための現像ローラと、を有して
、電子写真画像形成装置の本体に取り外し可能に装着されるカートリッジに用いられる、
前記カートリッジが前記本体に装着された状態で、前記現像ローラを回転するための回転
力を前記本体から受けるためのカップリング部材をカートリッジ枠体に取り付けるカップ
リング部材の取り付け方法において、
　・円筒部材の円周方向に沿って、間隔をあけて複数箇所に配置されており、前記円筒部
材の半径方向に撓み可能である、樹脂製の第１の規制部を前記半径方向の外側に撓ませな
がら前記カップリングの一端側を前記円筒部材の内側に可動状態で取り付けるカップリン
グ部材の取り付け工程と、
　・前記カップリング部材の取り付け工程によって、前記カップリングの前記一端側を前
記内側に取り付けられた前記円筒部材を、前記カートリッジ枠体の長手方向一端に取り付
けられている、前記現像ローラの長手方向一端側に設けられた現像ローラ軸部を支持して
いる軸受部材と、サイドカバーとの間に介在させて、前記サイドカバーの開口から前記カ
ップリングの他端側を突出させた状態で、且つ、前記サイドカバーが有する第２の規制部
を前記円筒部材の内面と前記第１の規制部との、少なくとも一つの隙間に進入させて前記
第１の規制部が撓むのを規制するように前記サイドカバーを前記カートリッジ枠体に取り
付けるサイドカバーの取り付け工程と、
　を有するカップリング部材の取り付け方法。
【請求項１７】
　前記サイドカバーの取り付け工程において、前記円筒部材を前記軸受部材と前記サイド
カバーとの間に介在させて、前記サイドカバーを前記カートリッジ枠体に取り付けるに当
たって、前記サイドカバーが有する弾性部材の弾性力によって前記カップリング部材を傾
斜規制部に突き当てた状態で、ネジによって前記サイドカバーを前記カートリッジ枠体に
取り付けることを特徴とする請求項１６に記載のカップリング部材の取り付け方法。
【請求項１８】
　現像剤を収容する現像剤収容部と、前記現像剤収容部に収容されている現像剤を用いて
、電子写真感光体ドラムに形成された静電潜像を現像するための現像ローラと、を有して
、電子写真画像形成装置の本体に取り外し可能に装着されるカートリッジに用いられる、
前記カートリッジが前記本体に装着された状態で、前記現像ローラを回転するための回転
力を前記本体から受けるためのカップリング部材をカートリッジ枠体から取り外すカップ
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リング部材の取り外し方法において、
　・間隔をあけて複数箇所に円周方向に沿って配置されており、半径方向に撓み可能であ
る、樹脂製の第１の規制部を有する円筒部材を、前記カートリッジ枠体の長手方向一端に
取り付けられている、前記現像ローラの長手方向一端側に設けられた現像ローラ軸部を支
持している軸受部材と、サイドカバーとの間に、介在させて、前記サイドカバーの開口か
ら前記カップリング部材の他端側を突出させた状態で、且つ、前記サイドカバーが有する
第２の規制部を前記円筒部材の内面と前記第１の規制部との、少なくとも一つの隙間に進
入させて前記第１の規制部が撓むのを規制するように前記カートリッジ枠体に取り付けら
れている前記サイドカバーを前記カートリッジ枠体から取り外すサイドカバーの取り外し
工程と、
　・前記サイドカバーの取り外し工程によって、前記サイドカバーを前記カートリッジ枠
体から取り外した後に、前記カップリング部材の前記一端側を内側に取り付けられた前記
円筒部材から前記カップリング部材を取り外すに当たって、前記第１の規制部を前記円筒
の半径方向において外側に撓ませながら前記円筒部材から前記カップリング部材を取り外
すカップリング部材の取り外し工程と、
　を有することを特徴とするカップリング部材の取り外し方法。
【請求項１９】
　前記サイドカバーの取り外し工程において、前記サイドカバーを前記カートリッジ枠体
から取り外すに当たって、前記サイドカバーが有する弾性部材の弾性力によって前記カッ
プリング部材を傾斜規制部に突き当てた状態で、前記サイドカバーを前記カップリング部
材と一体に前記カートリッジ枠体から取り外すことを特徴とする請求項１８に記載のカッ
プリング部材の取り付け方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子写真画像形成装置に用いられるカートリッジ、前記カートリッジに用い
られるカップリング部材の取り付け方法、及び、前記カップリング部材の取り外し方法に
関する。
【０００２】
　ここで、電子写真画像形成装置とは、電子写真画像形成プロセスを用いて、記録媒体に
画像を形成するものである。そして、電子写真画像形成装置の例としては、例えば、電子
写真複写機、電子写真プリンタ（例えばレーザビームプリンタ、ＬＥＤプリンタ等）、フ
アクシミリ装置及びワードプロセッサ等が含まれる。
【０００３】
　また、カートリッジとは、例えば、現像カートリッジ或いはプロセスカートリッジであ
る。前記カートリッジは、電子写真画像形成装置の本体に取り外し可能に装着された状態
で、記録媒体に画像を形成する画像形成プロセスに寄与するものである。ここで、前記現
像カートリッジとは、現像ローラを有し、前記現像ローラによって、前記電子写真感光体
ドラムに形成された静電潜像を現像するのに用いられる現像剤（トナー）を収納している
。そして、前記現像カートリッジは、前記本体に取り外し可能に装着されるものである。
また、前記プロセスカートリッジとは、プロセス手段としての前記現像ローラに加えて、
電子写真感光体ドラムを一体的にカートリッジ化して、前記本体に取り外し可能に装着さ
れるものである。
【０００４】
　ここで前記カートリッジは、使用者自身によって前記本体に対する着脱を行うことがで
きる。そのため、前記電子写真画像形成装置のメンテナンスを容易に行うことができる。
【０００５】
　また、前記カップリング部材とは、前記カートリッジが前記本体に取り外し可能に装着
された際に、前記本体から回転力を受けるものである。
【０００６】
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　また、前記記録媒体とは、電子写真画像形成装置によって画像が形成されるものであっ
て、例えば、紙、ＯＨＰシート等が含まれる。
【０００７】
　また、本体とは、前記電子写真画像形成装置の構成から前記カートリッジの構成を除い
た構成である。
【背景技術】
【０００８】
　　従来、電子写真方式によって多色画像を形成するカラー電子写真画像形成装置が知ら
れている。この画像形成装置は、帯電装置によって一様に帯電されたドラム形状の電子写
真感光体（以下感光体ドラム、又は、ドラムと称す）に選択的な露光をして潜像を形成す
る。そして、互いに色の異なる現像剤を収容した複数のカートリッジをロータリに装着す
る。前記ロータリの回転によって、前記感光体ドラムに対して所定色の現像剤を収容した
カートリッジを対向させて前記潜像を現像する。そして、この現像画像を記録媒体に転写
する。これらの現像画像の転写動作を各色について行う。これによって、カラー画像を記
録媒体に形成する。
【０００９】
　　ここで、従来、現像カートリッジが本体に取り外し可能に装着された際に、前記本体
からギアを用いて回転力を受ける構成が知られている。そして、前記現像カートリッジを
分解する方法、及び、組み立てる方法が知られている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２００７－２４１１８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　従来、カップリング部材を用いたカートリッジにおいて、カートリッジにカップリング
部材を取り付けるに当たって、取り付け操作性を向上させたカートリッジを提供すること
が望まれている。
【００１２】
　本発明の目的は、カートリッジにカップリング部材を取り付けるに当たって、取り付け
操作性を向上させたカートリッジを提供するものである。
【００１３】
　本発明の他の目的は、カートリッジからカップリング部材を取り外すに当たって、取り
外し操作性を向上させたカートリッジを提供するものである。
【００１４】
　本発明の他の目的は、カートリッジにカップリング部材を取り付けるに当たって、取り
付け操作性を向上させたカップリング部材の取り付け方法を提供するものである。
【００１５】
　本発明の他の目的は、カートリッジに取り付けられているカップリング部材を取り外す
に当たって、取り外し操作性を向上させたカップリング部材の取り外し方法を提供するも
のである。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記目的を達成するための本発明に係る代表的な構成は、電子写真画像形成装置本体に
着脱可能なカートリッジにおいて、電子写真感光体に形成された静電潜像を現像するため
の現像ローラと、前記現像ローラを回転するための回転力を前記装置本体から受けるため
のカップリング部材と、前記カップリング部材の回転軸線が傾動可能となるよう前記カッ
プリング部材を保持するとともに、前記カップリング部材から前記現像ローラへ前記回転
力を伝達するべく回転可能な回転力伝達部材であって、前記カップリング部材が前記回転
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力伝達部材から外れるのを規制する規制位置と前記カップリング部材が前記回転力伝達部
材から外れるのを許容する退避位置との間を移動可能な第１の規制部を備えた回転力伝達
部材と、前記第１規制部が前記規制位置から前記退避位置へ移動するのを規制する第２の
規制部と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の効果は、カートリッジにカップリング部材を取り付けるに当たって、取り付け
操作性を向上させることができた。
【００１８】
　本発明の他の効果は、カートリッジからカップリング部材を取り外すに当たって、取り
外し操作性を向上させることができた。
【００１９】
　本発明の他の効果は、カートリッジにカップリング部材を取り付けるに当たって、取り
付け操作性を向上させた、カップリング部材の取り付け方法を提供することができた。
【００２０】
　本発明の他の効果は、カートリッジに取り付けられているカップリング部材を取り外す
に当たって、取り外し操作性を向上させた、カップリング部材の取り外し方法を提供する
ことができた。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施形態に係るカートリッジの側断面図である。
【図２】本発明の実施形態に係るカートリッジの斜視図である。
【図３】本発明の実施形態に係るカートリッジの斜視図である
【図４】本発明の実施形態に係る電子写真画像形成装置本体の側断面図である。
【図５】本発明の実施形態に係るカップリング及び、駆動列の斜視図である。
【図６】本発明の実施形態に係るカップリングの斜視図である。
【図７】本発明の実施形態に係る駆動ユニットの正面図及び側断面図である。
【図８】本発明の実施形態に係るカートリッジの断面図である。
【図９】本発明の実施形態に係る駆動ユニットの斜視図である。
【図１０】本発明の実施形態に係る規制部を本体側から見た斜視図、及び側面図である。
【図１１】本発明の実施形態に係る、カップリングと規制部の位置関係を示した斜視図で
ある。
【図１２】（ａ）は本発明の実施形態に係る付勢部材とサイドカバーの斜視図、（ｂ）は
カートリッジ駆動部分の斜視図である。
【図１３】本発明の実施形態に係る、カートリッジ駆動部分の組み立て方法を示した斜視
図である。
【図１４】（ａ）は本発明の実施形態に係る現像待機位置での電子写真画像形成装置本体
を示す縦断面図、（ｂ）は電子写真画像形成装置本体のカートリッジ装着時を示す縦断面
図である。
【図１５】本発明の実施形態に係るカートリッジ装着時の斜視図である。
【図１６】本発明の実施形態に係る、駆動軸とカップリングとの係合状態を示した縦断面
図である。
【図１７】本発明の実施形態に係る、駆動軸とカップリングとの係合状態を示した縦断面
図である。
【図１８】本発明の実施形態に係る、駆動軸とカップリングの斜視図である。
【図１９】本発明の実施形態に係る、駆動軸とカップリングが離脱する過程を示した縦断
面図である。
【図２０】（ａ）は本発明の実施形態に係る駆動ユニットの側断面図、（ｂ）（ｃ）は駆
動ユニットの分解過程を表わした斜視図である。
【図２１】（ａ）は本発明の実施形態に係るカートリッジの斜視図、（ｂ）はカップリン
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グ及び、駆動列の斜視図である。
【図２２】本発明の実施形態に係る駆動ユニットの斜視図である。
【図２３】本発明の実施形態に係る軸受部材、サイドカバー、枠体の締結構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　〔第１実施形態〕
　カートリッジの説明
　まず、図１乃至図４を用いて、第１実施形態に係る現像装置としての現像カートリッジ
Ｂ（以下、「カートリッジ」と称す）について説明する。図１は、カートリッジＢの断面
図である。図２はカートリッジＢの斜視図である。図３はカートリッジＢを現像ローラ軸
線方向において、駆動側から見た側面図、および非駆動側から見た側面図である。また、
図４はカラー電子写真画像形成装置１００ａの本体Ａの断面図である。
【００２３】
　尚、このカートリッジＢは、ユーザによって、本体Ａに設けられたロータリＣ（本体Ａ
）に対して、取り付け、取り外しが可能である。
【００２４】
　図１乃至図３において、カートリッジＢは現像ローラ１１０を有する。現像ローラ１１
０は、現像作用時に、本体Ａから後述するカップリング機構により回転力を受けて回転す
る。
【００２５】
　カートリッジＢが有する現像剤収容部１１４には所定色の現像剤ｔが収納されている。
現像剤は、現像室１１３ａにおいてスポンジ状の現像剤供給ローラ１１５の回転によって
現像ローラ１１０表面に供給される。そして、現像剤ｔは、現像ローラ１１０に供給され
る現像剤の厚みを規制する現像ブレード１１２と現像ローラ１１０との摩擦により電荷を
付与され薄層化される。薄層化された現像ローラ１１０上の現像剤は、回転により現像位
置に搬送される。そして、現像ローラ１１０に所定の現像バイアスを印加することにより
、電子写真感光体ドラム（以下、感光体ドラム、又は、ドラムと称す）１０７に形成され
た静電潜像を現像する。即ち、現像ローラ１１０によって、静電潜像が現像される。
【００２６】
　また、前記潜像の現像に寄与しなかった現像剤、すなわち、現像ローラ１１０の表面に
残留した現像剤は、現像剤供給ローラ１１５で剥ぎ取られる。またこれと同時に、供給ロ
ーラ１１５によって、新しい現像剤が現像ローラ１１０表面に供給される。これによって
現像動作が連続的に行われる。ここで、現像ローラ１１０は、現像剤収容部１１４aに収
容されている現像剤ｔを用いて、感光体ドラム１０７に形成された静電潜像を現像する。
また、供給ローラ１１５は、現像ローラ１１０に現像剤ｔを供給する。
【００２７】
　尚、カートリッジＢは、現像ユニット１１９を有する。現像ユニット１１９は、現像枠
体１１３を有する。また、現像ユニット１１９は、現像ローラ１１０、現像ブレード１１
２、供給ローラ１１５、現像室１１３ａ、及び、現像剤収容部１１４を有する。尚、現像
ローラ１１０は軸線Ｌ１（図１０（ａ））を中心に回転可能である。
【００２８】
　また、現像ローラ１１０及び、供給ローラ１１５は、軸部１１０ａ及び、軸部１１５ａ
が、軸受部材（第１の軸受部材）１３８に回転可能に支持されている。また、軸部１１０
ｂ及び、軸部１１５ｂが、その反対側に位置する軸受部材（第２の軸受部材）１３９に回
転可能に支持されている。軸受部材１３８を現像枠体１１３に対してネジ２００ｂ、２０
０ｃにより締結している。また、軸受部材１３９を現像枠体１１３に対して第４のネジ（
第４の締結部）２００ｄ、第５のネジ（第５の締結部）２００ｅ）により締結している。
これにより、現像ローラ１１０及び、供給ローラ１１５は、軸受部材１３８、１３９を介
して、現像枠体（カートリッジ枠体）１１３に回転可能に支持されている。尚、枠体１１
３は、現像ローラ１１０の長手方向に沿って設けられている。軸受部材１３８は枠体１１
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３の長手方向において駆動側（カップリング１５０の設けられている側）に設けられてい
る。軸受部材１３９は枠体１１３の長手方向において非駆動側（カップリング１５０の設
けられていない側）に設けられている。軸受部材（第１の軸受部材）１３８は、枠体１１
３の長手方向一端側に設けられている。そして、軸受部材１３８は、現像ローラ１１０の
長手方向一端側に設けられた一端側軸部（現像ローラ軸部）１１０ａを支持する、且つ、
供給ローラ１１５の長手方向一端側に設けられた一端側軸部（現像剤供給ローラ軸部）１
１５ａを支持する。また、軸受部材（第２の軸受部材）１３９は、枠体１１３の長手方向
他端側に設けられている。そして、現像ローラ１１０の長手方向他端側に設けられた他端
側軸部（現像ローラ軸部）１１０ｂを支持する、且つ、供給ローラ１１５の長手方向他端
側に設けられた他端側軸部（現像剤供給ローラ軸部）１１５ｂを支持する。
【００２９】
　ここで、カートリッジＢは、ユーザによって、現像ロータリＣに設けられたカートリッ
ジ収容部１３０Ａに取り外し可能に取り付けられる。ロータリＣは、本体Ａに設けられて
いる。この際に、後述するように、カートリッジＢがロータリＣにより所定の位置（感光
体ドラム対向部）に位置決めされる動作に連動して、本体Ａに設けられた駆動軸１８０と
カートリッジＢの有するカップリング部材（回転駆動力伝達部品）１５０とが結合する。
そして、現像ローラ１１０、供給ローラ１１５は本体Ａから回転力を受けて回転する。
【００３０】
　電子写真画像形成装置の説明
　図４を用いて、カートリッジＢを用いるカラー電子写真画像形成装置１００について説
明する。尚、以下、画像形成装置１００として、カラーレーザービームプリンタを例に挙
げて説明する。
【００３１】
　図４に示すように、色の異なる現像剤（トナー）を収納した複数のカートリッジＢ（Ｂ
１、Ｂ２、Ｂ３、Ｂ４）をロータリＣ（収容部１３０Ａ、図４）に取り付ける。尚、カー
トリッジＢのロータリＣに対する取り付け、取り外しはユーザによって行われる。そして
、ロータリＣを回転することにより、所定色の現像剤を収納したカートリッジＢを感光体
ドラム１０７に対向させる。そして、感光体ドラム１０７に形成された静電潜像を現像す
る。現像された現像像を転写ベルト１２２ａに転写する。さらに、これらの動作を各色に
ついて行う。これにより、カラー画像を得る。以下に詳細に説明する。ここで記録媒体Ｓ
は、画像を形成することができるものであって、例えば紙、ＯＨＰシート等である。
【００３２】
　図４に示すように、光学手段１２０から画像情報に基づいたレーザ光をドラム１０７に
照射する。これによって、ドラム１０７に静電潜像を形成する。そして、この潜像は現像
剤ｔを用いて、現像ローラ１１０によって現像される。ドラム１０７に形成された現像剤
像は、中間転写ベルト（中間転写体）１２２ａに転写される。
【００３３】
　次に、転写ベルト１２２ａ上に転写された現像剤像が、二次転写ローラ（第２の転写手
段）１２２ｃによって記録媒体Ｓに転写される。そして、現像剤像が転写された記録媒体
Ｓを、加圧ローラ１２３ａと加熱ローラ１２３ｂを有する定着手段１２３に搬送する。そ
して、記録媒体Ｓに転写された現像剤像を定着手段１２３によって、記録媒体Ｓに定着す
る。定着後、記録媒体Ｓをトレイ１２４へ排出する。
【００３４】
　さらに、画像形成工程について説明する。
【００３５】
　転写ベルト１２２ａの回転と同期して、ドラム１０７を反時計回り（図４）に回転させ
る。そして、ドラム１０７表面を帯電ローラ１０８によって均一に帯電する。そして、露
光手段１２０によって、画像情報に応じて、例えばイエロー画像の光照射を行う。そして
、ドラム１０７にイエロー色の静電潜像を形成する。即ち、ドラム１０７に画像情報に応
じた静電潜像を形成する。
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【００３６】
　前記潜像の形成と同時にロータリＣを回転させる。これによって、イエローカートリッ
ジＢ１を現像位置に移動させる。そして、現像ローラ１１０に所定のバイアス電圧を印加
する。これによって、潜像にイエロー現像剤を付着させる。そして、潜像がイエロー現像
剤によって現像される。その後、転写ベルト１２２ａの押えローラ（一次転写ローラ）１
２２ｂに現像剤と逆極性のバイアス電圧を印加する。これによって、感光体ドラム１０７
上のイエローの現像剤像を転写ベルト１２２ａに一次転写する。尚、感光体ドラム１０７
に残留した現像剤は、クリーニングブレード１１７ａによって除去される。除去された現
像剤は、現像剤ボックス１０７ｄに回収される。
【００３７】
　上述のようにイエロー現像剤像の一次転写が終了すると、ロータリＣが回転する。そし
て、次のカートリッジＢ２が移動して、ドラム１０７に対向した位置に位置決めされる。
以上の工程を、マゼンタカートリッジＢ２、シアンカートリッジＢ３、ブラックカートリ
ッジＢ４の各カートリッジについて行う。このように、マゼンダ、シアン、そしてブラッ
クの各色について繰り返すことによって、転写ベルト１２２ａ上に４色の現像剤像を重ね
合わせる。
【００３８】
　尚、カートリッジＢ１は、イエロー色の現像剤を収納しているものであり、イエロー色
現像剤像を形成する。カートリッジＢ２は、マゼンタ色の現像剤を収納しているものであ
り、マゼンタ色現像剤像を形成する。カートリッジＢ３は、シアン色の現像剤を収納して
いるものであり、シアン色現像剤像を形成する。カートリッジＢ４は、ブラック色の現像
剤を収納しているものであり、ブラック色現像剤像を形成する。各カートリッジＢの構成
は同じである。
【００３９】
　そして、転写ベルト１２２ａ上に４色の現像剤像が形成された後、転写ローラ１２２ｃ
が転写ベルト１２２ａに圧接される（図４）。更に転写ローラ１２２ｃの圧接と同期して
、レジストローラ対１２１ｅ近傍の所定の位置で待機していた記録媒体Ｓが、転写ベルト
１２２ａと転写ローラ１２２ｃのニップ部に送り出される。そして、同時に記録媒体Ｓが
搬送手段１２１としての給送ローラ１２１ｂ、レジストローラ対１２１ｅによってカセッ
ト１２１ａから搬送される。
【００４０】
　また、転写ローラ１２２ｃには、現像剤と逆極性のバイアス電圧が印加されている。こ
れによって、転写ベルト１２２ａ上の現像剤像が、搬送されてきた記録媒体Ｓに一括して
二次転写される。尚、帯電ローラ１２２ｄは、ベルト１２２ａに付着した現像剤を除去す
る。
【００４１】
　現像剤像が転写された記録媒体Ｓは定着手段１２３に搬送される。そして現像剤像の定
着が行われる。そして、定着が行われた記録媒体Ｓは、排出ローラ対１２１ｇによって、
排出トレイ１２４に排出される。これによって、記録媒体Ｓに画像形成を完了する。
【００４２】
　尚、ロータリＣにはカートリッジ収容部１３０Ａが複数箇所に設けられている。カート
リッジＢがこの部屋に取り付けられた状態で、ロータリＣが一方向へ回転する。これによ
って、カートリッジＢのカップリング部材１５０（後述する）が、本体Ａに設けられた駆
動軸（本体駆動軸）１８０に連結（係合）し及び駆動軸１８０から離脱する。ここで、収
容部１３０Ａに収納されたカートリッジＢの現像ローラ１１０は、ロータリＣの一方向へ
の移動に応じて、駆動軸１８０の軸線Ｌ３方向と実質的に直交する方向に移動する。即ち
、ロータリＣの回転によって、現像ローラ１１０は軸線Ｌ１が軸線Ｌ３と実質的に直交す
る方向に移動する。
【００４３】
　回転力伝達機構の説明
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　現像ギア（回転力伝達部材）１４５は、現像ローラ１１０の軸部（回転軸）１１０ａに
設けられている。また、供給ローラギア（回転力伝達部材）１４６は、供給ローラ１１５
の軸部（回転軸）１１５ａに設けられている。そして、本体Ａよりカップリング（回転力
受け部材）１５０が受けた回転力をカートリッジＢの他の有する回転部材（現像ローラ１
１０、供給ローラ１１５等）にギア１４５、１４６を介して伝達する。カップリング１５
０は、カートリッジBが本体Aに装着された状態で、本体Aから現像ローラ１１０を回転す
るための回転力を受ける。また、供給ローラ１１５を回転するための回転力を受ける。ギ
ア１４５は、枠体１１３の長手方向一端側であって前記長手方向において軸受部材１３８
の外側に設けられており、カップリング１５０が本体Ａから受けた回転力を現像ローラ１
１０に伝達する。尚、回転力伝達部材としては、ギアに限定されずに、例えば歯付きベル
ト等であっても良い。但し、ギアはコンパクト、取り付け易い利点がある。
【００４４】
　次に、カップリング１５０を取り付けている（支持している）円筒部材（図５、図７、
図８、図９）１４７について説明する。
【００４５】
　図５に示すように、円筒部材１４７は現像ギア１４５とギア部（第１のギア）１４７ａ
、供給ローラギア１４６とギア部（第２のギア）１４７ｂが噛み合う位置で回転可能に取
り付けられている。円筒部材１４７は、内部にカップリング収納部１４７ｊを有し（図７
（ｂ）参照）、カップリング１５０の駆動部１５０ｂを収納している。
【００４６】
　カップリング１５０は円筒部材１４７の抜け止め部１４７ｋ１、１４７ｋ２、１４７ｋ
３、及び、１４７ｋ４によって、円筒部材１４７に対し図７（ｃ）矢印Ｘ３４方向への移
動を規制され、また、円筒部材１４７に傾斜可能（図８参照）に取り付けられている。
【００４７】
　更にサイドカバー（サイド部材）１５７を現像ローラ１１０の軸線Ｌ1方向（長手方向
）から取り付ける（図２（ａ）、図３参照）。この時、サイドカバー１５７及び軸受部材
１３８を貫通させて、第３のネジ（第３の締結部材）２００ｂを現像枠体１１３に取り付
ける。これにより、サイドカバー１５７及び軸受部材１３８を共締めして、現像枠体１１
３に取り付ける。また、ネジ２００ｂをサイドカバー１５７及び軸受部材１３８を貫通さ
せて、現像枠体１１３に設けられたネジ座面１１４ｄ（図１０）にネジ留めする。これに
よって、軸受部材１３８を介して、サイドカバー１５７を直接現像枠体１１３に固定する
ことができる。尚、サイドカバー１５７は、枠体１１３の長手方向（現像ローラ１１０の
長手方向）において、軸受部材１３８の外側に設けられている。そして、サイドカバー１
５７はギア１４５、１４６（回転力伝達部材）及びギア部（ギア、回転力伝達部材）１４
７ａ、１４７ｂを覆っている。即ち、サイドカバー１５７は、枠体１１３の長手方向一端
側であって且つ軸受部材１３８との間でもって、カップリング１５０が本体Ａから受けた
回転力を現像ローラ１１０に伝達するためのギア１４５を覆っている。従って、ギア１４
５は、軸受部材１３８とサイドカバー１５７との間に位置しているから、組立て易い。こ
れによって、ギア１４５、１４６及びギア部１４７ａ、１４７ｂが他の部材と接触するの
を防止している。また、これらが、不用意にユーザに触れることを防止できる。尚、サイ
ドカバー１５７は、必ずしも、前記ギアを完全に覆っていなくても良い。例えば、櫛歯状
に前記ギアを覆っていても良いし、前記ギアの一部分を覆っていても良い。このような場
合であっても、本実施形態に含まれる。円筒部材１４７は、内側にカップリング１５０の
駆動部１５０ｂ（一端側）を可動状態で取り付けられている。円筒部材１４７は、円筒部
材１４７の内側に設けられた、カップリング１５０が本体Ａから受けた回転力を受ける回
転力受け面（円筒側力受け部）１４７（１４７h１、１４７h２）を前記内側に有する。ま
た、円筒部材１４７は、円筒部材１４７の外側周面に設けられている、回転力受け面１４
７が受けた回転力を現像ローラ１１０に伝達するためのギア（第１のギア）１４７ａを有
する。また、カートリッジＢは、軸部１１０ａに設けられた、ギア１４５（回転力伝達部
材、第２のギア）を有する。従って、カートリッジＢが本体Ａに装着された状態で、本体
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Ａに設けられた駆動軸１８０からの回転力が、カップリング１５０、円筒部材１４７、ギ
ア１４７ａ、及び、ギア１４５を介して現像ローラ１１０に伝達される。そして、現像ロ
ーラ１１０を回転させる。本実施形態によれば、カップリング１５０を取り付けている円
筒部材１４７自体にギア１４７a、１４７bを設けている。従って、カップリング１５０を
介して円筒部材１４７が受けた回転力を、効率良く現像ローラ１１０、及び、供給ローラ
１１５に伝達することができる。また、回転力伝達構成をコンパクトにすることができる
。
【００４８】
　また、サイドカバー１５７には穴１５７ｊが設けられており、その内周面１５７ｍが円
筒部材１４７と嵌合する（図５、図７（ｅ）、図８、図１３参照）。
【００４９】
　（５）回転駆動力伝達部品（カップリング、カップリング部材）の説明
　次に、図６を用いて、本実施形態の主要な構成要素である回転駆動力伝達部品であるカ
ップリング（カップリング部材、回転力受け部材）の一例について説明する。図６（ａ）
はカップリングを装置本体側から見た斜視図であり、図６（ｂ）はカップリングを現像ロ
ーラ側から見た斜視図である。また、図６（ｃ）はカップリング回転軸線Ｌ２方向に直交
方向から見た図である。また、図６（ｄ）はカップリングを装置本体側から見た側面図で
あり、図６（ｅ）は現像ローラ側から見た図である。また、図６（ｆ）は図６（ｄ）をＳ
３で切った断面図である。
【００５０】
　カートリッジＢを収容部１３０Aに取り外し可能に取り付ける。これは、ユーザによっ
て行われる。そして、制御信号によってロータリＣを回転駆動させる。そして、カートリ
ッジＢが所定位置（感光体ドラム１０７と対向する位置、現像位置）に達した位置で、ロ
ータリＣを停止させる。これによって、カップリング１５０は、本体Ａに設けられた駆動
軸１８０と係合する。
【００５１】
　更に、ロータリＣを一方向へ回転することによって、カートリッジＢを前記所定位置（
現像位置）から移動させる。即ち、所定位置から退避させる。これによって、カップリン
グ１５０は、駆動軸１８０から離脱する。
【００５２】
　カップリング１５０は、駆動軸１８０と係合した状態で、本体Ａに設けられたモータ（
不図示）から回転力を受ける。そして、その回転力を現像ローラ１１０に伝達する。これ
によって、現像ローラ１１０が本体Ａから受けた回転力で回転する。この回転力の伝達は
、カップリング１５０、回転力受け面（円筒側力受け部、回転力被伝達部）１４７（１４
７h１、１４７h２）、ギア部１４７a、ギア１４５を介して行われる。尚、回転力受け面
１４７には、ピン（回転力伝達部）１５５を介して回転力が伝達される。また、供給ロー
ラ１１５には、ギア部１４７ｂ、ギア１４６を介して、回転力が伝達される。
【００５３】
　前述した通り、駆動軸１８０はピン１８２（回転力付与部）（図１９（ａ）参照）を有
しており、モータ（不図示）により回転される。
【００５４】
　尚、カップリング１５０の材質は、樹脂（例えば、ポリアセタール）が望ましい。
【００５５】
　カップリング１５０は、図６（ｃ）に示すように、主に３つの部分を有する。第１の部
分は、駆動軸１８０（後述する）と係合し、この駆動軸１８０に設けられた回転力付与部
（本体側回転力伝達部）である回転力伝達ピン１８２から回転力を受けるための被駆動部
１５０ａである。また第２の部分は、ピン１５５が円筒部材１４７と係合して、回転力を
伝える駆動部１５０ｂである。また、第３の部分は、被駆動部１５０ａと駆動部１５０ｂ
とをつなぐ中間部１５０ｃである。
【００５６】
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　図６（ｆ）に示すように、被駆動部１５０ａは、回転軸線Ｌ２に対して広がった駆動軸
挿入開口部１５０ｍを有する。また、駆動部１５０ｂは、球状の駆動軸受面（球形状部）
１５０ｉ、駆動力伝達部（突出部）１５５、およびカップリング規制部１５０ｊを有する
。尚、伝達部１５５は、カップリング１５０が本体Ａから受けた回転力を、円筒部材１４
７に伝達するためのものであり、円筒部材１４７の半径方向に突出している。ここで、規
制部１５０ｊは、軸線Ｌ２と略同軸線上にあり、後述する規制収納部１６０ｂ（図１０（
ｂ））と係合する。これにより、規制部１５０ｊはカップリングの軸線Ｌ２を規制する。
【００５７】
　開口部１５０ｍは、駆動軸１８０側に向かって拡開した円錐形状の駆動軸受け面１５０
ｆにより形成されている。受け面１５０ｆは、図６（ｆ）に示すように凹部１５０ｚを構
成している。尚、凹部１５０ｚは、軸線Ｌ２方向において、円筒部材１４７とは反対側に
開口部１５０ｍ（開口）を有する。
【００５８】
　これにより、現像ローラ１１０のカートリッジＢ内での回転位相に関わらず、カップリ
ング１５０が駆動軸１８０の軸線Ｌ３に対して係合前角度位置（図１９（ａ））、回転力
伝達角度位置（図１９（ｄ））、及び、離脱角度位置（図２２（ｃ）（ｄ））間を移動で
きる。即ち、カップリング１５０は、駆動軸１８０の先端部１８２ａに阻止されることな
く、前記各位置を移動（傾動、旋回）することができる。
【００５９】
　そして、凹部１５０ｚの端面であって、軸線Ｌ２を中心とする円周上には、２個の突起
（突出部）（係合部）１５０ｄ（１５０ｄ１、１５０ｄ２）が等間隔に配置されている。
また、各々の突起１５０ｄの間には、進入部１５０ｋ（１５０ｋ１、１５０ｋ２）が設け
られている。ここで、突起１５０ｄ１、１５０ｄ２の間隔は、この間隔内に、駆動軸１８
０に設けられたピン１８２が位置できるように、ピン１８２の外径よりも大きく設定され
ている。尚、ピン１８２が回転力伝達部である。この突起の間が、進入部１５０ｋ１、１
５０ｋ２である。
【００６０】
　カップリング１５０に駆動軸１８０から回転力が伝達される際には、進入部１５０ｋ１
、１５０ｋ２にピン１８２が位置する。更に、図６（ｄ）において、各突起１５０ｄの時
計回りの方向において、上流側には、回転力受面（回転力受け部）１５０ｅ（１５０ｅ１
、１５０ｅ２）が設けられている。受面１５０ｅは、カップリング１５０の回転方向と交
差して設けられている。即ち、突起１５０ｄ１には受け面１５０ｅ１、及び、突起１５０
ｄ２には受け面１５０ｅ２が設けられている。駆動軸１８０が回転している状態では、ピ
ン１８２ａ１、１８２ａ２が、受け面１５０ｅのいずれかに接触する。これによって、ピ
ン１８２ａ１、１８２ａ２が接触している受け面１５０ｅがピン１８２に押される。これ
によって、カップリング１５０は、軸線Ｌ２を中心にして回転する。
【００６１】
　尚、受け面１５０ｆは、図６（ｆ）に示すように、先端角度α２の円錐となっている。
これにより、カップリング１５０と駆動軸１８０とが係合する。そして、カップリング１
５０が回転力伝達角度位置にある場合、駆動軸の先端１８０ｂ（図１９（ａ）参照）が受
け面１５０ｆに当接する。そして、円錐の軸、即ちカップリング１５０の軸線Ｌ２と、駆
動軸１８０の軸線Ｌ３（図２１参照）とが略同軸線上となる。即ち、カップリング１５０
と駆動軸１８０とが調芯され、カップリング１５０に伝達される回転トルクが安定する。
【００６２】
　本実施形態において、α２は６０°～１５０°である。α２の角度によって、開口部１
５０ｍの非円錐部１５０ｎ（図６（ａ）、図６（ｄ））は、広い場合（図７（ｂ）参照）
や、存在しない場合がある。また、受け面１５０ｆは円錐としたが、円筒形状でも良いし
、釣鐘形状、ラッパ状形状でも良い。
【００６３】
　また、受け面１５０ｅは軸線Ｌ２上に中心Ｏを有する仮想円上（同一円周上）Ｃ１に配
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置されていることが望ましい（図６（ｄ））。これにより、回転力伝達半径が一定となり
、伝達されるトルクが安定する。また、突起１５０ｄは、カップリング１５０の受ける力
の釣り合いにより、カップリング１５０の位置ができるだけ安定する方が好ましい。その
ため本実施形態では、各受け面１５０ｅを１８０°対向した位置に配置している。
【００６４】
　即ち、本実施形態では、受け面１５０ｅ１と受け面１５０ｅ２を対向させて対で構成し
ている。なぜなら、１８０°でもって対向した位置に配置することにより、カップリング
１５０の受ける力は偶力となる。そのため、カップリング１５０は偶力を与えるだけで回
転運動を続けることができる。そこで、回転軸線Ｌ２の位置を規定しなくとも、カップリ
ング１５０は回転することができるからである。
【００６５】
　即ち、突起１５０ｄは、凹部１５０ｚの先端側に設けられている。そして、突起（突出
部）１５０ｄは、カップリング１５０が回転する回転方向と交差する交差方向に突出して
、及び、前記回転方向に沿って間隔をあけて２個設けられている。即ち、突起１５０ｄを
２個配置することにより、後述する回転した状態の駆動軸と係合する際、より確実な係合
が可能となる。
【００６６】
　そして、受け面１５０ｅは、カートリッジＢがロータリＣに取り付けられた状態で、ピ
ン１８２と係合する。そして、回転する駆動軸１８０から回転力を受けるピン１８２によ
って押される。これによって、受け面１５０ｅは、駆動軸１８０からの回転力を受ける。
また、受け面１５０ｅは、軸線Ｌ２から等距離に、及び、軸線Ｌ２を挟んで対になって位
置するように、各突起１５０ｄにおいて、前記交差方向に設けられた面に設けられている
。
【００６７】
　また、進入部（窪み）１５０ｋが、前記回転方向に沿って、及び、軸線Ｌ２方向に窪ん
で設けられている。この、進入部１５０ｋは、突起１５０ｄと突起１５０ｄとの間に設け
られている。尚、駆動軸１８０が回転を停止している場合に、カートリッジＢがロータリ
Ｃに取り付けられた状態で、カップリングが駆動軸１８０と係合すると、ピン１８２が進
入部１５０ｋに進入する。そして、回転する駆動軸１８０のピン１８２によって、受け面
１５０ｅが押される。あるいは、カップリングが駆動軸１８０と係合する際に、駆動軸１
８０が既に回転している場合には、ピン１８２が進入部１５０ｋに進入して、ピン１８２
が受け面１５０ｅを押す。これによって、カップリング１５０が回転する。
【００６８】
　尚、受け面１５０ｅは、受け面１５０ｆの内側に配置されていても良い。或いは、受け
面１５０ｅは、軸線Ｌ２方向において、受け面１５０ｆから外方へ突出した箇所に配置さ
れていても良い。受け面１５０ｅが、受け面１５０ｆの内側に配置されている場合には、
進入部１５０ｋも受け面１５０ｆの内側に配置される。
【００６９】
　即ち、進入部１５０ｋは、受け面１５０ｆの円弧部の内側で、且つ、突起１５０ｄ間に
位置する窪みである。また、受け面１５０ｅが、前記外方へ突出した箇所に配置されてい
る場合には、進入部１５０ｋは、突起１５０ｄ間に位置する窪みである。
【００７０】
　尚、ここで、窪みとは、軸線Ｌ２方向において、貫通している穴であっても、或いは、
底部を有している場合であっても含まれる。即ち、窪みとは、突起１５０ｄ間に位置して
いる空間領域であれば良い。そして、カートリッジＢがロータリＣに取り付けられた状態
で、前記領域に、ピン１８２が進入できればよい。
【００７１】
　駆動部１５０ｂは、円筒部材１４７のカートリッジＢ内での回転位相がどこであっても
、円筒部材１４７の軸線Ｌ４（図９参照）に対して、回転力伝達角度位置と、係合前角度
位置（または、離脱角度位置）の間を移動できるように球面である。図示例では、駆動部
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１５０ｂは、軸線Ｌ２を軸線とする球状の抜け止め部１５０ｉを有する。そして、駆動部
１５０ｂ（球部）の中心を通る位置に伝達部を設けている。さらに、軸線Ｌ２を軸線とす
る円柱状のカップリング規制部１５０ｊが、駆動部１５０ｂの、中間部１５０ｃと対向す
る位置に設けてある。尚、規制部１５０ｊは、後述する規制収納部１６０ｂ（図１０（ｂ
））と係合することにより、軸線Ｌ２を規制する。
【００７２】
　この実施形態では、カップリング１５０は一体であるが、被駆動部１５０ａ、中間部１
５０ｃと駆動部１５０ｂとに分割され、結合することによって一体化することも可能であ
る。また、駆動伝達部１５５を鉄製の平行ピンとして、別体とすることも可能である。そ
の他、様々な分割が可能であるが、カップリングとして一体的に動作可能であれば、どの
ように分割しても良い。
【００７３】
　次に、図７を用いて、カップリング１５０を取り付ける（支持する）円筒部材１４７に
ついて説明する。
【００７４】
　図７（ａ）に示した開口部１４７ｇ１、１４７ｇ２は円筒部材１４７の回転軸方向に設
けられた溝になっている。カップリング１５０を取り付ける際、回転力伝達部（回転力伝
達部）１５５がこの開口部１４７ｇ１、１４７ｇ２に進入する。
【００７５】
　また、図７（ａ）において、開口部１４７ｇ１、１４７ｇ２の時計回り方向上流側には
、回転力受け面（円筒側力受け部、回転力被伝達部）１４７ｈ（１４７ｈ１、１４７ｈ２
）が設けられている。そして、伝達面１４７ｈに、カップリング１５０の伝達部１５５の
側面が接触する。これにより、現像ローラ１１０に回転力が伝達される。
【００７６】
　図７（ｂ）に示したように、円筒部材１４７にはカップリング１５０の駆動部１５０ｂ
を収納するカップリング収納部１４７ｊが設けられている。
【００７７】
　また、収納したカップリング１５０の駆動部１５０ｂが、円筒部材１４７から抜ける（
脱落する）事を防止するための、抜け止め部１４７ｋ（１４７ｋ１～１４７ｋ４）が設け
られている。円筒部材１４７は受け面１４７ｈ、抜け止め部１４７ｋ等が樹脂製であって
、一体成形されている。
【００７８】
　図７（ｂ）、図７（ｃ）は、カップリング１５０を円筒部材１４７に取り付けるカップ
リング取り付け工程を示す断面図である。
【００７９】
　まず、カップリング１５０をＸ３３方向に移動させ、駆動部１５０ｂを収納部１４７ｊ
に挿入する。挿入前において、抜け止め部１５０ｉの直径φＺ６は、抜け止め部１４７ｋ
の内側稜線１４７ｍ（１４７ｍ１～１４７ｍ４）によって構成される円の直径φＤ１５（
図７（ａ））よりも大きい。即ち、Ｚ６＞Ｄ１５の関係にある。
【００８０】
　駆動部１５０ｂの挿入に従い、抜け止め部（第１の規制部）１４７ｋ（１４７ｋ１～１
４７ｋ４）が、弾性変形により一時的に円筒部材１４７の半径方向外側に設けた空間１４
７ｌに退避する（図７ｃの状態）。そして、駆動部１５０ｂが収納部１４７ｊに挿入可能
となる。即ち、一時的にＤ１５＝Ｚ６の関係となる。駆動部１５０ｂの収納部１４７ｊへ
の挿入が完了すると、弾性変形していた抜け止め部１４７ｋ（１４７ｋ１～１４７ｋ４）
は、元の状態に戻る。即ち、Ｚ６＞Ｄ１５の関係となる。
【００８１】
　これにより、カップリング１５０と円筒部材１４７とが一体となった駆動ユニットＵ１
となる（図７ｄの状態）。
【００８２】
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　次に、図７ｅに示すように、サイドカバー１５７を矢印Ｘ３３方向から挿入する。これ
により、サイドカバー１５７に一体的に形成された抜け止め部（第２の規制部）１５７ａ
が円筒部材１４７の内面との空間（隙間）１４７ｌ内に進入する。即ち、抜け止め部１５
７ａが空間（隙間）１４７ｌ内に挿入した状態で、サイドカバー１５７は軸受部材１３８
を挟んで枠体１１３に取り付けられる。これにより、図７（ｆ）に示すように、抜け止め
部１４７ｋ（１４７ｋ１～１４７ｋ４）が、円筒部材１４７の半径方向外側へ弾性変形す
るのが防止される。従って、カップリング１５０が円筒部材１４７から抜ける（脱落する
）のを防ぐことができる。本実施形態によれば、サイドカバー１５７を枠体１１３に取り
付ける際に、抜け止め部１５７ａを空間（隙間）１４７ｌ内に進入させている。従って、
カートリッジBの組立て操作性が向上する。即ち、サイドカバー１５７を枠体１１３に取
り付ける操作性を向上させることができる。尚、本実施形態によれば、サイドカバー１５
７を枠体１１３に取り付ける方法として、次の二つの方法がある。第１の方法は、枠体１
１３に軸受部材１３８を取り付けた後に、サイドカバー１５７を枠体１１３に取り付ける
方法である（図１３（ｂ））。また、第２の方法は、軸受部材１３８とサイドカバー１５
７を一体にして、枠体１１３に取り付ける方法である（図２０（ｂ））。いずれの方法に
おいても、本実施形態は、前述したカートリッジBの組立て操作性を向上させることがで
きる。
【００８３】
　尚、抜け止め部１４７ｋは、サイドカバー１５７とは別部材であるカップリング抜け止
め部材として、サイドカバー１５７と別体とすることもできる。
【００８４】
　このように、カップリング１５０は、円筒部材１４７内において、回転力伝達角度位置
、係合前角度位置、及び、離脱角度位置の間を移動（傾動、旋回）可能に取り付けられて
いる。
【００８５】
　以上説明したように、前述した実施形態は、カートリッジＢが本体Ａに装着された状態
で、現像ローラ１１０を回転するための回転力を本体Ａから受けるためのカップリング（
カップリング部材）１５０を有する。また、内側にカップリング１５０の一端側（駆動部
１５０ｂ）を可動状態で取り付けられている円筒部材１４７を有する。また、円筒部材１
４７の内側には、カップリング１５０が本体Ａから受けた回転力を受けるための円筒側力
受け部（回転力受け部）１４７ｈ（１４７ｈ１、ｈ２）が設けられている。円筒部材１４
７の外側周面には、力受け部１４７ｈが受けた回転力を現像ローラ１１０に伝達するため
のギア（第１のギア）１４７ａが設けられている。
【００８６】
　また、円筒部材１４７には、円筒部材１４７に取り付けられたカップリング１５０の一
端側である駆動部１５０ｂが、円筒部材１４７の軸線方向に外れるのを規制する抜け止め
部（第１の規制部）１４７ｋが設けられている。尚、円筒部材１４７の軸線方向とは、回
転力伝達角度位置に位置するカップリング１５０の軸線Ｌ２と同じ方向である。ここで、
抜け止め部１４７ｋは、円筒部材１４７の半径方向に撓み可能に設けられている。また、
抜け止め部１４７ｋは、円筒部材１４７の内側に設けられている。尚、円筒部材１４７の
内側とは、円筒部材１４７の軸線方向端部よりも内側である。
【００８７】
　また、カップリング１５０の一端側（駆動部１５０ｂ）を円筒部材１４７の内側に、抜
け止め部１４７ｋを撓ませつつ取り付けた状態で、抜け止め部１４７ｋ（１４７ｋ１～１
４７ｋ４）が撓むのを規制する抜け止め部（第２の規制部）１５７ａが設けられている。
抜け止め部１５７ａは、サイドカバー１５７の内側に設けられている。尚、サイドカバー
１５７の内側とは、サイドカバー１５７を枠体１１３に取り付けた状態で、内側即ち枠体
１１３側である。抜け止め部（第１の規制部）１４７ｋは、樹脂製であって、樹脂の弾性
力でもって、円筒部材１４７の半径方向（ラジアル方向）に撓み可能である。
【００８８】
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　また、抜け止め部（第１の規制部）１４７ｋは、円筒部材１４７の円周方向に沿って、
かつ、前記円周方向において間隔をあけて複数箇所に配置されている。また、抜け止め部
１４７ｋは、前記半径方向に撓み可能である。また、抜け止め部１４７ｋは、円筒部材１
４７の内面と空間（隙間）１４７ｌ（１４７ｌ１、１４７ｌ２）（図７（ｃ）（ｅ）（ｆ
））を有して配置されている。そして、抜け止め部（第２の規制部）１５７ａは少なくと
も一つの空間１４７ｌに侵入して、抜け止め部１４７ｋが前記半径方向において円筒部材
１４７の外方に撓むのを規制する（図７（ｆ））。また、円筒部材１４７、回転力受け面
（円筒側力受け部）１４７ｈ、及び、抜け止め部１４７ｋは樹脂製であって、一体成形さ
れている。ここで、カップリング１５０の駆動部１５０ｂ（一端側）は球形状部である。
【００８９】
　また、抜け止め部１４７ｋは、カップリング１５０が円筒部材１４７から外れるのを規
制するために、突出部Ｓを有している。突出部Ｓは、前記球形状部が円筒部材１４７から
外れるのを規制するために、前記半径方向において円筒部材１４７の前記内側方向に突出
している。そして、突出部Ｓでもって前記球形状部が円筒部材１４７の軸線方向に外れる
のを規制している（図７（ｃ）、図８）。また、前述したサイドカバー１５７は、軸受部
材１３８と結合されている状態で、カップリング１５９の一端側を取り付けた円筒部材１
４７を回転可能に覆っている。
【００９０】
　更に、サイドカバー１５７が抜け止め部１５７ａを有している（図７（ｅ）（ｆ））。
そして、抜け止め部１５７ａは、円筒部材１４７の内面と抜け止め部１４７ｋとの、少な
くとも一つの空間１４７ｌに進入している。そして、抜け止め部１４７ｋが撓むのを規制
している（図７（ｆ））。前述した実施形態によれば、駆動部１５０ｂを円筒部材１４７
内に取り付ける際には、抜け止め部１４７ｋが前記半径方向外側に撓む。これによって、
駆動部１５０ｂが円筒部材１４７内に進入するのを許容する。これによって、駆動部１５
０ｂを円筒部材１４７内に円滑に取り付けることができる。また、サイドカバー１５７を
枠体１１３に取り付けさえすれば、抜け止め部１５７ａが空間１４７ｌに進入する。従っ
て、抜け止め部１４７ｋが撓むのを規制することができる。また、反対に、駆動部１５０
ｂを円筒部材１４７から取り外す際にも、抜け止め部１４７ｋが前記半径方向外側に撓む
。これによって、駆動部１５０ｂを円筒部材１４７から円滑に取り外すことができる。
【００９１】
　また、カップリング１５０を枠体１１３に取り付けるカップリングの取り付け方法は、
カップリング部材の取り付け工程とサイドカバーの取り付け工程を有する。前記カップリ
ング部材の取り付け工程は、樹脂製の抜け止め部（第１の規制部）１４７ｋを前記半径方
向の外側に撓ませながらカップリング１５０の一端側を円筒部材１４７の内側に可動状態
で取り付ける。そして、サイドカバー１５７を枠体１１３に取り付けるサイドカバーの取
り付け工程は次の工程を有する。円筒部材１４７を、軸受部材１３８と、サイドカバー１
５７との間に介在させる。そして、サイドカバー１５７の開口１５７ｊからカップリング
１５０の他端側を突出させた状態で、且つ、サイドカバー１５７が有する抜け止め部（第
２の規制部）１５７ａを、少なくとも一つの空間（隙間）１４７ｌに進入させる。これに
よって、抜け止め部（第１の規制部）１４７ｋが撓むのを規制するようにサイドカバー１
５７を枠体１１３に取り付ける。
【００９２】
　ここで、抜け止め部１４７ｋとは、円筒部材１４７の円周方向に沿って、間隔をあけて
複数箇所に配置されており、半径方向に撓み可能である。また、前記カップリング部材の
取り付け工程によって、円筒部材１４７は、カップリング１５０の前記一端側を前記内側
に取り付けられている。また、軸受部材１３８は、枠体１１３の長手方向一端に取り付け
られている、現像ローラ１１０の長手方向一端側に設けられた軸部１１０ａを支持してい
る。また、空間（隙間）１４７ｌとは、円筒部材１４７の内面と抜け止め部１４７ｋとの
、少なくとも一つの空間（隙間）１４７ｌである。
【００９３】
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　また、カップリング１５０を枠体１１３から取り外すカップリング部材の取り外し方法
は、サイドカバーの取り外し工程とカップリング部材の取り外し工程とを有する。前記サ
イドカバーの取り外し工程は、枠体１１３に取り付けられているサイドカバー１５７を枠
体１１３から取り外す工程である。この際に、サイドカバー１５７は、カップリング１５
０が取り付けられている円筒部材１４７を、軸受部材１３８との間に、介在させて枠体１
１３に取り付けられている。そしてサイドカバー１５７は、開口１５７ｊからカップリン
グ１５０の他端側を突出させた状態で、枠体１１３に取り付けられている。且つ、サイド
カバー１５７は、サイドカバー１５７が有する抜け止め部１５７ａを円筒部材１４７の内
面と抜け止め部１４７との、少なくとも一つの空間１４７ｌに進入させて抜け止め部１４
７ｋが撓むのを規制するように枠体１１３に取り付けられている。また、前記カップリン
グ部材の取り外し工程は、円筒部材１４７からカップリング１５０を取り外す工程である
。そして、前記カップリング部材の取り外し工程は、前記サイドカバーの取り外し工程に
よって、サイドカバー１５７を枠体１１３から取り外した後に行われる。そして、前記カ
ップリング部材の取り外し工程は、円筒部材１４７からカップリング１５０を取り外すに
当たって、抜け止め部１４７ｋを円筒部材１４７の半径方向において外側に撓ませながら
行われる。
【００９４】
　また、サイドカバー１５７の取り付け工程において、サイドカバー１５７を枠体１１３
に取り付けるに当たって、サイドカバー１５７が有するバネ１５９の弾性力によってカッ
プリング１５０を傾斜規制部１５７ｎに突き当てた状態で行われる。そして、サイドカバ
ー１５７をカップリング１５０と一体に枠体１１３に取り付ける。また、サイドカバー１
５７の取り外し工程においても、同様の状態で行われる。この工程では、サイドカバー１
５７とカップリング１５０とを一体で枠体１１３に取り付けることが出来るので、取り付
け操作性を向上させることができる。また、取り外し操作性を向上させることができる。
【００９５】
　前述した実施形態によれば、カップリング１５０を取り付けるに当たって、取り付け操
作性を向上させることができた。また、前述した実施形態によれば、カートリッジＢから
カップリング１５０を取り外すに当たって、取り外し操作性を向上させることができた。
また、前述した実施形態によれば、カートリッジＢに取り付けられているカップリング１
５０を交換するに当たって、交換操作性を向上させることができた。また、前述した実施
形態によれば、カートリッジＢに取り付けられているカップリング１５０を交換するに当
たって、交換操作性を向上させた、カップリング１５０の交換方法を提供することができ
た。
【００９６】
　これにより、軸線Ｌ２方向の一方向に移動させるだけの簡単な工程で、カップリング１
５０を円筒部材１４７に取り付けることができる。このように、カップリング１５０をカ
ートリッジＢに取り付けた状態では、画像形成時に、カップリング１５０が円筒部材１４
７から外れることがない。よって、画像不良が発生することを防止することができる。
【００９７】
　次に、図９を用いて、カップリング１５０の、円筒部材１４７に対する移動範囲に関し
て説明する。
【００９８】
　図９は、円筒部材１４７とカップリング１５０の結合状態を表した図である。図９（ａ
１）～（ａ５）は駆動軸１８０の方向から見た図であり、図９（ｂ１）～（ｂ５）はその
斜視図である。
【００９９】
　ここで、図９に示すように、カップリング１５０は、その軸線Ｌ２が軸線Ｌ４に対して
、どのような方向にも傾斜できるように円筒部材１４７に取り付けられている。
【０１００】
　図９（ａ１）（ｂ１）において、軸線Ｌ２は軸線Ｌ４と同軸線上にある。図９（ａ２）



(18) JP 5306050 B2 2013.10.2

10

20

30

40

50

（ｂ２）には、この状態から、カップリング１５０を上向きに傾斜させたときの状態を示
している。カップリング１５０が、開口部１５１ｇが設けられた方向へ傾斜しているとき
、伝達ピン１５５は開口部１５１ｇに沿って移動する（図９（ａ２）（ｂ２））。その結
果、カップリング１５０は、開口部１５１ｇと直交する軸線ＡＸを中心に傾斜する。
【０１０１】
　図９（ａ３）（ｂ３）においては、カップリング１５０を右向きに傾斜させた状態を示
している。このようにカップリングが、開口部１５１ｇの直行方向へ傾斜しているとき、
ピン１５５は開口部１５１ｇの中で回転する。回転する際の軸線Ｌ２は、伝達ピン１５５
の中心軸線ＡＹである。
【０１０２】
　カップリング１５０を下向きに傾けた状態及び左向きに傾けた状態を、図９（ａ４）（
ｂ４）及び図９（ａ５）（ｂ５）に示した。カップリング１５０は、各々回転軸線ＡＸ、
ＡＹを中心に傾斜する。
【０１０３】
　ここで説明した傾斜方向と異なる方向、及び中間位置では、軸線ＡＸ回りの回転と、Ａ
Ｙ回りの回転とが合わさって傾斜する。尚、前記傾斜方向と異なる方向とは、例えば図９
（ａ２）と（ａ３）、（ａ３）と（ａ４）、（ａ４）と（ａ５）、（ａ５）と（ａ２）で
ある。このように、軸線Ｌ４に対して、軸線Ｌ２はどのような方向にも傾斜することがで
きる。
【０１０４】
　尚、軸線Ｌ２は、軸線Ｌ４に対してどのような方向にも傾斜可能であると説明した。し
かしながら、軸線Ｌ２は軸線Ｌ４に対して、必ずしも３６０°いずれの方向にも所定の角
度まで傾斜可能である必要はない。その場合、例えば、開口部１４７ｇを円周方向に広め
に設定しておけばよい。このように設定しておけば、軸線Ｌ２が軸線Ｌ４に対して傾斜す
る際、直線的に所定の角度傾斜できない場合であっても、カップリング１５０が軸線Ｌ２
まわりに少し回転する。これにより、軸線Ｌ２は軸線Ｌ４に対して、所定の角度まで傾斜
することができる。つまり、開口部１４７ｇの回転方向のガタは、必要に応じて適宜選択
できる。
【０１０５】
　先に説明したように（図７参照）、球面１５０ｉが抜け止め面１４７ｌに接触している
。そのため、カップリング１５０は球面１５０ｉの球中心Ｐ２を回動中心にして取り付け
られている。つまり、円筒部材１４７の位相に関わらず、軸線Ｌ２は傾斜可能に取り付け
られている。
【０１０６】
　次に、係合直前において、軸線Ｌ２は軸線Ｌ４に対して、回転方向Ｘ４において下流側
へ傾斜する規制方法について述べる。
【０１０７】
　図１０（ａ）及び図１１を用いて、カップリング１５０の角度位置規制部（以下、「規
制部」と称す）１６０について説明する。図１０（ａ）は、規制部（傾斜規制部）１６０
を本体側から見た斜視図である。図１０（ｂ）は、規制部１６０を本体側から見た側面図
である。図１１（ａ）は、カップリング１５０が駆動伝達角度位置（後述）にある場合の
、カップリング１５０と規制部１６０との位置関係を示す斜視図である。図１１（ｂ）は
、カップリング１５０が後述する係合前角度位置にある場合の、カップリング１５０と規
制部１６０との位置関係を示す斜視図である。また、図１１（ｃ）、図１１（ｄ）は、そ
れぞれ図１１（ａ）、図１１（ｂ）の状態における、円筒部材１４７と抜け止め部材１５
６の状態を示したものである。
【０１０８】
　規制部１６０は、軸受部１６０ａと、規制収納部１６０ｂを有する（図１０）。更に、
規制収納部１６０ｂは、位置決め部１６０ｂ１と、フリー部１６０ｂ２とを有する。尚、
規制部１６０は、軸受部材１３８と一体となっている。規制部１６０は、軸受部材１３８
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の外側に設けられている。軸受部材１３８の外側とは、軸受部材１３８が枠体１１３に取
り付けられた状態で外側、即ち、枠体１１３とは反対側である。軸受部材１３８の外側に
は、ギア１４５、１４６、及び、カップリング１５０が設けられている。
【０１０９】
　軸受部１６０ａは、円筒部材１４７の内周面１４７ｉ（図７（ｂ）参照）を、回転可能
に支持する。更に、収納部１６０ｂに、カップリング１５０のカップリング規制部１５０
ｊが収納される。この状態において、カップリング１５０は、規制部１５０ｊが収納部１
６０ｂの壁と干渉しない範囲で、自由に移動可能となる。
【０１１０】
　カップリング１５０は、後述するねじりコイルバネ（カップリング側弾性部材）１５９
の弾性力によって押されて、係合前角度位置をとる。その時、規制部１５０ｊが位置決め
部１６０ｂ１に当接し、カップリング１５０は、駆動軸１８０との係合に最適な係合前角
度位置に位置決めされる。即ち、位置決め部１６０ｂ１は、カップリング１５０が係合前
角度位置にあるときのみ、位置決めとして作用する。
【０１１１】
　カップリング１５０が係合前角度位置以外の位置にある場合には、カップリング１５０
は、規制部１５０ｊがフリー部１６０ｂ２の内壁と干渉しない範囲で、自由に移動可能で
ある。尚、カップリング１５０が係合前角度位置以外の位置にある場合とは、カップリン
グ１５０が、係合前角度位置と回転力伝達角度位置との間、回転力伝達角度位置、回転力
伝達角度位置と離脱角度位置との間、離脱角度位置にある場合である。
【０１１２】
　また、カップリング１５０が係合前角度位置以外の位置から係合前角度位置にバネ１５
９の弾性力によって移動する場合、規制部１５０ｊはフリー部１６０ｂ２の壁にガイドさ
れる。そして、規制部１５０ｊは、位置決め部１６０ｂ１に導かれる。そして、カップリ
ング１５０は係合前角度位置に至る。
【０１１３】
　次に、図１２（ａ）、図１２（ｂ）を用いて、バネ１５９について説明する。バネ１５
９は、カップリング１５０を係合前角度位置に移動させるための付勢力を発生する。図１
２（ａ）は、サイドカバー１５７にバネ１５９を取り付けた状態を表した斜視図、図１２
（ｂ）は、カートリッジＢの斜視図である。
【０１１４】
　図１２（ａ）に示すように、サイドカバー１５７の外側面１５７ｉに、バネ支持部１５
７ｅ１、バネ回転止め１５７ｅ２を設けている。また、支持部１５７ｅ１に、バネ１５９
のコイル部１５９ｂを取り付けている。バネ回転止め１５７ｅ２に、バネ１５９の回転止
めアーム１５９ｃが当接している。そして、図１２（ｂ）に示すように、バネ１５９の接
触部１５９ａが、カップリング１５０の中間部１５０ｃに接触している。この状態で、バ
ネ１５９がねじれて弾性力を発生させる。この弾性力によって、中間部１５０ｃを付勢し
ている。これにより、カップリング１５０は軸線Ｌ２を軸線Ｌ４に対して傾斜させている
（図１２（ｂ）に示す状態、係合前角度位置）。尚、バネ１５９の中間部１５０ｃへの接
触位置は、回転方向Ｘ４において、駆動部１５９ｂの中心よりも上流側に設定している。
そのため、軸線Ｌ２は、軸線Ｌ４に対して、被駆動部１５０ａ側が回転方向Ｘ４において
下流側に向くように傾斜する。
【０１１５】
　尚、本実施形態では弾性部材として、ねじりコイルバネを用いたが、この限りではない
。例えば、板ばね、ゴム、スポンジ等、弾性力を発生させるものであれば良い。但し、軸
線Ｌ２を傾斜させるためには、ある程度ストロークを必要とする。そのために、ストロー
クを得られるものが望ましい。
【０１１６】
　（カップリング１５０のカートリッジ枠体１１３への取り付け）
　次に、図１３を用いて、カップリング１５０を、現像枠体（カートリッジ枠体）１１３
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に取り付ける取り付け方法について説明する。図１３（ａ）は、円筒部材１４７にバネ１
５９を取り付ける前の、カートリッジＢの斜視図である。図１３（ｂ）は、サイドカバー
１５７及びバネ１５９を取り付ける前の、カートリッジＢの斜視図である。図１３（ｃ）
は、バネ１５９をサイドカバー１５７に取り付ける前の、カートリッジＢの斜視図である
。図１３（ｄ）は、バネ１５９の取り付けが完了したカートリッジＢの斜視図である。
【０１１７】
　枠体１１３には、軸受部材１３８、現像ローラ１１０、及び、供給ローラ１１５が取り
付けてある。この時、第１のネジ（第１の締結部材）２００ｃによって、軸受部材１３８
は現像枠体１１３に対して固定されている。更に、一端側軸部１１０ａには、円筒部材１
４７に設けられたギア１４７ａから、現像ローラ１１０に回転力を伝達するための、現像
ローラギア１４５が取り付けている。また、一端側軸部１１５ａには、円筒部材１４７に
設けられたギア１４７ｂから、供給ローラ１１０に回転力を伝達するための、供給ローラ
ギア１４６が取り付けてある。尚、一端側軸部１１０ａは、現像ローラ１１０の長手方向
において一端側に設けられており、軸受部材１３８に回転可能に支持されている。一端側
軸部１１５ａは、供給ローラ１１５の長手方向において一端側に設けられており、軸受部
材１３８に回転可能に支持されている。１１０ｂは、現像ローラ１１０の長手方向におい
て他端側に設けられており、軸受部材１３９に回転可能に支持されている。１１５ｂは、
供給ローラ１１５の長手方向において他端側に設けられており、軸受部材１３９に回転可
能に支持されている。これによって、現像ローラ１１０及び供給ローラ１１５は、軸受部
材１３８、１３９を介して枠体１１３に支持されている。
【０１１８】
　まず、駆動ユニット（カップリング１５０を取り付けた円筒部材１４７）を、規制部１
６０に取り付ける（図１３（ｂ））。このとき、カップリング規制部１５０ｊが規制溝部
１６０ｂに収まるように取り付ける（図１１（ｂ）参照）。この状態で、現像ローラギア
１４７ａはギア１４５と噛み合い、供給ローラギア１４７ｂは、供給ローラギア１４６と
噛み合う。これによって、円筒部材１４７からローラ１１０、１１５に回転力が伝達可能
である。尚、カップリング１５０は、カップリング規制部１５０ｊが規制部１６０内の規
制収納部１６０ｂの壁と干渉しない範囲で、自由に移動できる。
【０１１９】
　次に、円筒部材１４７を軸受部材１３８とサイドカバー１５７との間に介在させて、サ
イドカバー１５７を枠体１１３に取り付ける（図１３（ｃ））。取り付ける際には、カッ
プリング１５０が、サイドカバー１５７の開口部１５７ｊを通過し、軸受１３８とサイド
カバー１５７とが接触する。ネジ２００ｂは、サイドカバー１５７の貫通穴１５７ｆ、及
び、軸受部材１３８の貫通穴１３８ｆを通過して、現像枠体１１３に設けられたネジ締め
部１１３ｄに取り付けられる（図２７（ａ））。これによって、ネジ２００ｂにより、サ
イドカバー１５７、及び、軸受部材１３８は現像枠体１１３に対して共締めされる。また
、ネジ２００ａは、サイドカバー１５７の貫通穴１５７ｇを通過して、現像枠体１１３の
ネジ締め部１１３ｇに取り付けられる（図２７（ａ））。これによって、ネジ２００ａに
より、サイドカバー１５７は、枠体１１３に固定される。また、ネジ２００ｃは、軸受部
材１３８の貫通穴１３８ｇを通過して、枠体１１３のネジ締め部１１３ｇに取り付けられ
る（図２７（ａ））。これによって、ネジ２００ｃにより、軸受部材１３８は、枠体１１
３に固定される。また、ギア支持部１６０ａで円筒部材１４７を回転自在に支持する。更
に、抜け止め部１５７ａにより円筒部材１４７からカップリング１５０が外れるのを防ぐ
。
【０１２０】
　最後に、バネ１５９を、サイドカバー１５７のバネ支持部１５７ｅ１に取り付ける（図
１３（ｄ））。このとき、バネ１５９の接触部１５９ａの付勢方向下流側に、カップリン
グ１５０の中間部１５０ｃが当接するように取り付ける。この状態で、カップリング１５
０は、バネ１５９の弾性力によって付勢されてロータリＣの回転方向Ｘ４の下流側に向い
て傾斜する。更に、規制部１５０ｊが規制溝部１６０ｂのＶ溝部１６０ｂ１に当接してい
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る。即ち、カップリング１５０は、係合前角度位置に固定されている。
【０１２１】
　ここで、サイドカバー１５７にはバネ１５９と、バネ１５９の弾性力によって傾斜する
カップリング１５０の傾斜を規制する傾斜規制部１５７n（図８）が設けられている。そ
して、ネジ（第２のネジ）２００a及びネジ（第３のネジ）２００bによってサイドカバー
１５７を枠体１１３に取り付ける。この際に、カップリング１５０はサイドカバー１５７
と一体で枠体１１３に取り付けることができる（図２０（b））。これは、カップリング
１５０がバネ１５９の弾性力によって規制部１５７nに押圧されている。そして、この状
態で、カップリング１５０は、サイドカバー１５７に支持されているからである。従って
、枠体１１３にカップリング１５０を取り付ける取り付け作業性を向上させることができ
た。また、本実施形態によれば、カップリング１５０、サイドカバー１５７、及び、軸受
部材１３８を一体で枠体１１３に取り付けることができる（図２０（b））。従って、カ
ップリング１５０、サイドカバー１５７及ぶ軸受部材１３８を枠体１１３に取り付ける取
り付け作業性を向上させることができた。しかしながら、この構成に限定されることはな
く、両者を別々に枠体１１３に取り付けても良い。
【０１２２】
　尚、取り付け方法に関して、サイドカバー１５７に円筒部材１４７を取り付けた後、サ
イドカバー１５７を枠体１１３に取り付けるなど、取り付けの順番は適宜変更できる。
【０１２３】
　（７）カラー電子写真画像形成装置本体Ａに対するカートリッジＢの着脱方法
　次に、図１４（ａ）乃至図１５を用いて、本体Ａに対するカートリッジＢの着脱操作に
ついて説明する。
【０１２４】
　図１４（ａ）は、ロータリＣを現像位置より一定角度位相をずらした、カートリッジ着
脱及び待機位置を示した断面図である。ロータリＣは、現像動作中以外は位相をずらした
待機位置を取り、さらにカートリッジＢ（Ｂ１～Ｂ４）の着脱作業も上記位置で行う。本
実施形態では、現像位置から４５°上流の位置を待機位置としている。
【０１２５】
　カートリッジＢ（Ｂ１～Ｂ４）を着脱する際には、先ず、ユーザが着脱カバー１３を開
く。これによって、ユーザがカートリッジＢ（Ｂ１～Ｂ４）にアクセス可能となる。図１
４（ａ）は、４つのカートリッジＢのうち、カートリッジＢ１が着脱位置にあり、カバー
１３が開かれた状態を示した断面図である。カバー１３はインターロックＳＷ（不図示）
と連動し、カバー１３を開放することで、インターロックＳＷがＯＦＦとなる。これによ
って、本体Ａへの駆動が解除される。同時に、カバー１３を開放することによって、バネ
（不図示）の弾性力によって、図中の矢印方向に付勢されたカートリッジ係合解除部材１
９が矢印方向に回転する。そして、解除部材１９がカートリッジ係止部材（不図示）を押
圧する。そして、係止部材（不図示）をカートリッジＢの被係止部であるガイド部６０ｂ
と係合しない位置まで移動させる。これにより、着脱位置にあるカートリッジＢ１のみ、
ロータリＣとの係合が解除される。そして、ユーザがカートリッジＢ１の着脱を行うこと
が可能となる。
【０１２６】
　ユーザがカバー１３を閉めると、図１に示したように、カバー１３に設けられた突起部
１３ａが解除部材１１９を反時計回りに回転させる。これによって、解除部材１１９は現
像器係止部材（不図示）と接触しない位置に保持される。よって、インターロックＳＷが
ＯＮの時は、必ずカートリッジＢ（Ｂ１～Ｂ４）全てがロックされた状態にある。そのた
め、カートリッジＢ（Ｂ１～Ｂ４）のロックが掛からないまま本体Ａの駆動が掛かるとい
うトラブルを確実に防ぐことができる。
【０１２７】
　次に、カートリッジを画像形成装置に装着するときの説明をする。
【０１２８】
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　図１４（ｂ）に示すように、ユーザが把手５４を把持したときに、カートリッジＢは、
カートリッジ独自の重心によって、姿勢が概ね決まる。この姿勢は、カートリッジＢが本
体Ａの上部に位置する開口部３０を通過するときに必要な姿勢にほぼ近い姿勢である。
【０１２９】
　カートリッジＢの装着軌跡は、本体ガイド１７に沿って移動し、最終的にロータリＣに
装着される。このとき、図１５（ａ）に示すように、カートリッジＢの両端部に固定され
たサイドカバー１３８、１３９の被ガイド部６０ａ、６１ａが本体ガイド１７の規制リブ
１７ａ、１７ｂ上にガイドされて移動する。そして、図１５（ａ）に示すように、カート
リッジＢが、ガイド１７からロータリＣ内に移動するときは、カートリッジＶの両端に設
けられたガイド部６０ｂ、６１ｂの先端が、ロータリＣのガイド溝Ｃ２（図１５（ｂ））
に係合する。その状態で、ユーザが装着方向に力を加えることで、カートリッジＢをロー
タリＣ内に移動させ、正規位置である現像ローラの位置決め部（収容部１３０Ａ）まで到
達可能となる。本実施形態における位置決め部とは、両側に設けられた６０ａ、６１ａの
外周である。
【０１３０】
　尚、カートリッジＢを本体Ａから取り外す際には、前述した装着する際とは逆の動作を
行う。
【０１３１】
　図１６乃至図２０を用いて、カップリングの係合動作、回転力伝達動作、離脱動作に関
して説明する。図１６は駆動軸１８０、カップリング１５０、円筒部材１４７を示した縦
断面図である。図１７は駆動軸１８０、カップリング１５０、円筒部材１４７の位相違い
を示した縦断面図である。図１８は駆動軸１８０、カップリング１５０、円筒部材１４７
を示した斜視図である。図１９は駆動軸１８０、カップリング１５０、円筒部材１４７を
示した縦断面図である。図２２は、駆動ユニットの側断面図、（ｂ）（ｃ）は駆動ユニッ
トの分解過程を表わした斜視図である。
【０１３２】
　ロータリＣの回転によって、カートリッジＢが現像位置に至る過程において、カップリ
ング１５０は、係合前角度位置に位置している。即ち、カップリング１５０は軸線Ｌ２が
、あらかじめ円筒部材１４７の軸線Ｌ４に対して、被駆動部１５０ａがロータリＣの回転
方向Ｘ４下流側に位置するように、バネ１５９の弾性力（付勢力）により傾斜している。
尚、本実施形態において、軸線Ｌ２は、現像ローラ１１０と供給ローラ１１５との間に位
置する。かつ、ロータリＣと同心で、駆動部１５０ｂの中心を通る円の接線に対して、軸
線Ｌ２が、ロータリＣの回転方向Ｘ４（図４）下流側で、ロータリＣの半径方向外側を向
いている。
【０１３３】
　カップリング１５０が傾斜することで、ロータリＣの回転方向Ｘ４の下流側先端位置１
５０Ａ１は、軸線Ｌ４方向において駆動軸１８０の先端１８０ｂ３よりも円筒部材１４７
方向側に位置する。また、方向Ｘ４において上流側先端位置１５０Ａ２は、軸線Ｌ４方向
において先端１８０ｂ３よりもピン１８２方向側に位置する（図１６（ａ）、（ｂ））。
ここで言う先端位置とは、図６（ａ）（ｃ）に示すカップリング１５０の被駆動部１５０
ａにおける、軸線Ｌ２方向に対して最も駆動軸側であり、かつ、軸線Ｌ２より最も離れた
位置である。つまり、カップリング１５０の回転位相により、被駆動部１５０ａの一稜線
もしくは非駆動突起１５０ｄの一稜線のどちらかとなる（図６（ａ）（ｃ）において、１
５０Ａとした）。
【０１３４】
　まず、ロータリＣの回転方向Ｘ４において、下流側先端位置１５０Ａ１が、先端１８０
ｂ３を通過する。そして、カップリング１５０は、先端１８０b３を通過した後、受面１
５０ｆもしくは突起部１５０ｄが、先端１８０ｂ３もしくはピン１８２と接触する。
【０１３５】
　そして、ロータリＣの回転に応じて、軸線Ｌ２が軸線Ｌ４と平行になるように傾斜して
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いく（図１６（ｃ））。ここで、図１６（ｃ）の状態でロータリＣは一時停止する。この
とき、カップリング１５０は係合前角度位置と駆動伝達角度位置との中間の位置にある。
そして、カップリング１５０は、２箇所の突起１５０ｄとピン１８２とが接触すれば、回
転力を伝達できる角度位置となっている。ロータリＣが停止している間に、駆動軸１８０
は回転する。そして、進入部１５０ｋに位置するピン１８２は、突起１５０ｄとの隙間に
進入する。カップリング１５０と駆動軸１８０との回転位相差によっては、この一時停止
中に、駆動軸１８０からカップリング１５０への回転力の伝達が開始される。そして、少
なくとも次に述べるロータリＣが停止する位置（図１６（ｄ））までには、駆動軸１８０
からカップリング１５０への回転力の伝達が開始される。
【０１３６】
　そして、最終的に、本体Ａに対してカートリッジＢの位置が決まる。即ち、ロータリＣ
が停止する。この際、駆動軸１８０の軸線Ｌ３と円筒部材１４７の軸線とが略同一直線上
に位置する。即ち、カップリング１５０は、その先端位置１５０Ａ１が駆動軸１８０を迂
回することを許容するように、前記係合前角度位置から前記回転力伝達角度位置に移動す
る（傾動する、揺動する、旋回する）。そして、カップリング１５０は回転力伝達角度位
置として、軸線Ｌ２とが軸線Ｌ４とが略同一軸線上となるように、前記係合前角度位置か
ら傾斜する（揺動する、旋回する））。そして、カップリング１５０と駆動軸１８０は係
合する（図１６（ｄ））。即ち、凹部１５０ｚが先端部１８０ｂにかぶさる。これによっ
て、駆動軸１８０からカップリング１５０に安定した回転力が伝達される。またこの時、
ピン１５５は開口１４７ｇに、ピン１８２は進入部１５０ｋに位置する。
【０１３７】
　尚、本実施形態では、カップリング１５０が駆動軸１８０と係合を開始する状態では、
駆動軸１８０はすでに回転している。そのため、カップリング１５０は直ちに回転を始め
る。
【０１３８】
　以上で説明したように、本実施形態によれば、カップリング１５０が、軸線Ｌ４に対し
て傾斜可能に取り付けられている。従って、ロータリＣの回転に応じて、カップリング１
５０は駆動軸１８０と干渉せずにカップリング１５０自身が傾斜することによって、駆動
軸１８０に対して係合する（連結する）ことができる。
【０１３９】
　さらに、本実施形態では、先に説明したように、駆動軸１８０が常に回転している。つ
まり、係合動作時に、駆動軸１８０の位相が常に変化しており、駆動軸１８０とカップリ
ング１５０の位相は様々な関係をとる。このような場合、上述したカップリング１５０の
係合動作は、駆動軸１８０とカップリング１５０との位相に関係なく可能である。これに
ついて、図１７を用いて説明する。図１７はカップリングと駆動軸の夫々の位相を表した
図である。図１７（ａ）は、ロータリＣの回転方向Ｘ４において上流側で、ピン１８２と
受面１５０ｆとが相対している。図１７（ｂ）はピン１８２と突起１５０ｄとが相対して
いる。図１７（ｃ）は先端部１８０ｂと突起１５０ｄとが相対している。図１７（ｄ）は
先端部１８０ｂと受面１５０ｆとが相対している。
【０１４０】
　図９に示したように、カップリング１５０は円筒部材１４７に対して、どのような方向
にも傾斜可能（旋回可能、移動可能）に取り付けられている。そのため、図１７に示すよ
うに、カップリング１５０は、回転方向Ｘ４に対して、円筒部材１４７がどのような位相
であっても、装着方向Ｘ４に傾斜可能である。また、駆動軸１８０とカップリング１５０
の夫々の位相に関係なく、ロータリＣの回転方向において下流側先端位置１５０Ａ１は、
駆動軸１８０の先端１８０ｂ３よりも、ロータリＣの回転方向Ｘ４において下流側に位置
している。また、回転方向Ｘ４において上流側先端位置１５０Ａ２は、先端１８０ｂ３よ
りもピン１８２方向側に位置するように、カップリング１５０の傾斜角度を設定している
。
【０１４１】
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　このような設定にしておけば、ロータリＣの回転動作に応じて、回転方向Ｘ４において
下流側先端位置１５０Ａ１は、先端１８０ｂ３を通過する。そして、図１７（ａ）の場合
は、受面１５０ｆがピン１８２に接触する。図１７（ｂ）の場合は、突起１５０ｄがピン
１８２に接触する。図１７（ｃ）の場合は、突起１５０ｄが先端部１８０ｂに接触する。
図１７（ｄ）の場合は、受面１５０ｆが先端部１８０ｂに接触する。更に、ロータリＣが
回転する際に発生する接触力（付勢力）により、軸線Ｌ２が軸線Ｌ４と平行な位置に近づ
き、両者は係合（連結）する。従って、駆動軸１８０とカップリング１５０、または、カ
ップリング１５０と円筒部材１４７がどのような位相であっても、両者は係合することが
できる。
【０１４２】
　次に、図１８を用いて、現像ローラ１１０を回転する際の回転力伝達動作について説明
する。モータ（不図示）から受けた回転力によって駆動軸１８０は、図中Ｘ８の方向に、
ギア（はす歯ギア）１８１とともに回転する。そして、駆動軸１８０と一体のピン１８２
が受け面１５０ｅ１、１５０ｅ２に接触して、カップリング１５０を回転させる。さらに
、カップリング１５０が回転することで、円筒部材１４７を介在して、現像ローラ１１０
の軸部１１０ｂに取り付けてある現像ギア１４５に回転力が伝達され、現像ローラ１１０
を回転させる。
【０１４３】
　また仮に、軸線Ｌ３と軸線Ｌ４とが同軸線上から多少ずれていたとしても、カップリン
グ１５０が少し傾斜することで、現像ローラ１１０、及び、駆動軸１８０に大きな負荷を
かけずにカップリングは回転することができる。
【０１４４】
　次に、図１９を用いて、ロータリＣが一方向に回転することにより、カートリッジＢが
所定の位置（現像位置）から移動するのに応じて、カップリング１５０が駆動軸１８０か
ら離脱する動作について説明する。
【０１４５】
　まず、カートリッジＢが所定の位置から移動する際の、各々のピン１８２の位置につい
て説明する。画像形成が終了すると、これまでの説明から明らかなように、ピン１８２は
、進入部１５０ｋ１、１５０ｋ２の２箇所に位置している。そして、ピン１５５は開口１
５０ｇ１、１５０ｇ２に位置している。
【０１４６】
　次に、カートリッジＢが画像形成動作を終了し、次のカートリッジＢに切り替わる動作
に連動して、駆動軸１８０に対するカップリング１５０の係合が解除される動作について
説明する。
【０１４７】
　画像形成動作が終了した状態では、カップリング１５０は回転力伝達角度位置として、
軸線Ｌ２が軸線Ｌ４に対して、略同軸線上に位置している（図１９（ａ））。そして、カ
ートリッジＢとともに円筒部材１４７が回転方向Ｘ４に移動する。そして、回転方向Ｘ4
において上流側の受面１５０ｆもしくは、突起１５０ｄが駆動軸１８０の先端部１８０ｂ
に、もしくは、ピン１８２に接触する。そして、軸線Ｌ２が回転方向Ｘ４の上流側に傾斜
を開始する（図１９（ｂ））。この傾斜する方向は、カップリング１５０が駆動軸１８０
に係合する際に、カップリング１５０が傾斜している方向とは、円筒部材１４７に対して
反対方向である。このロータリＣの回転動作により、回転方向Ｘ４において上流側先端部
１５０Ａ２が先端部１８０ｂに接触しながら移動する。そして、軸線Ｌ２が離脱角度位置
として、上流側先端部１５０Ａ２が先端１８０ｂ３に至るまで傾斜する（図１９（ｃ））
。そして、この状態でカップリング１５０は、軸先端１８０ｂ３に接触しながら、先端１
８０ｂ３を通過する（図１９（ｄ））。即ち、回転方向Ｘ４において、駆動軸１８０の上
流側に位置しているカップリング１５０の一部分（上流側先端位置１５０Ａ２）が駆動軸
１８０を迂回することを許容するように、カップリング１５０は前記回転力伝達角度位置
から前記離脱角度位置に移動する。このように、カートリッジＢがロータリＣの回転に応
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じて移動する。
【０１４８】
　更に、ロータリＣが１回転するまでに、カップリング１５０は、先に説明したバネ１５
９の付勢力により、軸線Ｌ２が回転方向Ｘ４において下流側に傾斜する。つまり、カップ
リング１５０は離脱角度位置から係合前角度位置に移動する。それにより、ロータリＣが
１回転した後、カップリング１５０が駆動軸１８０に再び係合可能な状態となる。
【０１４９】
　尚、カップリング１５０の回転力伝達角度位置とは、カートリッジＢが所定位置（感光
ドラム１０７と対向した位置）に位置し、かつ、カップリング１５０が駆動軸１８０から
の回転力を受けて回転することができる、カップリング１５０の軸線Ｌ４に対する角度位
置である。また、カップリング１５０の係合前角度位置とは、ロータリＣの回転に応じて
、カートリッジＢが前記所定位置へ移動する過程において、カップリング１５０が駆動軸
１８０に係合する直前のカップリング１５０の軸線Ｌ４に対する角度位置である。また、
カップリング１５０の離脱角度位置とは、ロータリＣの回転に応じて、カートリッジＢが
前記所定位置から移動する過程において、カップリング１５０が駆動軸１８０から離脱す
るときの、カップリング１５０の軸線Ｌ４に対する角度位置である。軸線Ｌ４は、円筒部
材１４７の回転軸線であり、また、ギア１４７ａ、１４７ｂの回転軸線である。尚、軸線
Ｌ４は、軸線Ｌ１と略平行である。
【０１５０】
　尚、カップリングとは、ある軸から他の軸へ回転力（駆動力）を伝達するのに用いる部
材であって、軸継手とも呼ばれる。尚、本実施形態に用いられるカップリング部材の構成
は、カップリング１５０の構成に限定されることは無く、適宜の構成を適用することがで
きる。
【０１５１】
　尚、円筒部材１４７に設けられた抜け止め部１４７ｋの撓みを防止するために設けられ
たサイドカバー１５７の抜け止め部１５７ａは、図２０（ａ）に示すように、同一円周上
の全域に配されていなくとも良い。例えば、一部がかけていても良い。抜け止め部１５７
ａに対して、抜け止め部１４７ｋは回転可能である。そのため、抜け止め部１４７ｋの位
相に関わらず、少なくとも向かい合う一対の抜け止め部（例えば、１４７ｋ１と１４７ｋ
３）の撓みを防止する位相に抜け止め部１５７ａが必ず配置されていれば良い。
【０１５２】
　現像ローラ１１０の取り外し方法
　次に本実施の形態で用いられた現像ローラ１１０の取り外し方法について図２０を用い
て述べる。これらの図はカートリッジの分解過程を表わした斜視図である。
【０１５３】
　先の説明で、カートリッジＢの長手方向一端側において、ネジ２００ｂはサイドカバー
１５７、軸受部材１３８を枠体１１３に共締めにて締結している。ネジ２００ａはサイド
カバー１５７を枠体１１３に締結している。ネジ２００ｃは軸受部材１３８を枠体１１３
に締結している。ここで、図３（ａ）、図２７に示すように、サイドカバー１５７には、
ネジ２００ｃと同軸線上に貫通穴１５７ｈを設けている。そして、穴１５７ｈの外径φＺ
３０をネジ２００ｃの外径よりも大きく設定している。即ち、ネジ２００ｃは、サイドカ
バー１５７を取り外さなくとも解除することができる。即ち、穴１５７ｈからドライバー
（工具）を進入させて、ネジ２００ｃの締結を解除することができる。これにより、カー
トリッジＢの状態において、ネジ２００ａ、２００ｂ、２００ｃを同時に（一連の動作で
）、且つ、同じ方向から外す事ができる。そうすることにより、一体部Ｕ２（図２０（ｂ
））（サイドカバー１５７、軸受部材１３８、駆動ユニットＵ１、ギア１４５、ギア１４
６）をＹ３方向に、同時に取り外すことができる。
【０１５４】
　更にカートリッジＢの長手方向他端側において、ネジ２００ｆ、２００ｅを取り外すこ
とにより、枠体１１３から軸受部材１３９をＹ４方向に取り外すことができる。
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【０１５５】
　前述した、カートリッジＢの分解方法は次のとおりである。即ち、枠体１１３からサイ
ドカバー１５７及び軸受部材１３８、１３９を取り外す方法は次の工程を有する。
【０１５６】
　サイドカバー１５７を枠体１１３から取り外すために、ネジ（第２のネジ）２００ａを
解除する工程を有する。また、軸受部材１３８を枠体１１３から取り外すために、枠体１
１３の前記長手方向においてサイドカバー１５７の外側からサイドカバー１５７に設けら
れた穴１５７ｈを介して、ネジ（第１のネジ）２００ｃを解除する工程を有する。また、
サイドカバー１５７及び軸受部材１３８を１１３枠体から取り外すために、ネジ（第３の
ネジ）２００ｂを解除する工程を有する。また、軸受部材１３９を枠体１１３から取り外
すために、ネジ（第４のネジ）２００ｄを解除する工程を有する。また、軸受部材１３９
を枠体１１３から取り外すために、ネジ（第５のネジ）２００ｆを解除する工程を有する
。
【０１５７】
　これによって、軸受部材１３８、軸受部材１３９、及び、サイドカバー１５７を枠体１
１３から取り外すことができる。この方法によれば、枠体１１３から軸受部材１３８、及
び、サイドカバー１５７を効率的に取り外すことができる。なぜならば、ネジ２００ａ、
ｂ、ｃを一連の操作で取り外すことができるからである。また、取り外し工程の手順は、
前述した順番に限定されるものではない。しかしながら、前述した手順で行えば、枠体１
１３から軸受部材１３８、及び、サイドカバー１５７を効率的に取り外すことができる。
なぜならば、サイドカバー１５７及び軸受部材１３８を１１３枠体に共締めしているネジ
２００ｂを最後に取り外すからである。これによって、枠体１１３から、サイドカバー１
５７及び軸受部材１３８を同時に取り外すことができるからである。
【０１５８】
　前述した工程によって、現像ローラ１１０及び供給ローラ１１５を枠体から取り外すこ
とができる。そして、この方法によれば、現像ローラ１１０（供給ローラ１１５）を枠体
１１３から短時間で取り外すことができる。即ち、現像ローラ１１０（供給ローラ１１５
）を枠体１１３から取り外す取り外し操作性を向上させることができた。また、新品のカ
ートリッジＢを製造する場合には、前述した手順と反対の手順で、現像ローラ１１０（供
給ローラ１１５）を枠体１１３に短時間で取り付けることができる。即ち、現像ローラ１
１０（供給ローラ１１５）を枠体１１３に取り付ける操作性を向上させることができた。
また、現像ローラ１１０（供給ローラ１１５）を再使用する場合には、同様の効果を得る
ことができる。但し、本実施形態は、現像ローラ１１０（供給ローラ１１５）を再使用す
る場合に限定されず、新品のカートリッジＢを製造する場合に、前述したに効果を発揮す
る。
【０１５９】
　尚、本実施形態では、枠体１１３に対する軸受部材１３８及びサイドカバー１５７の締
結部材として、ネジを用いた。しかしながら、その限りでは無い。例えば、締結部材とし
て、ネジの代りにリベット等を用いても良い。
【０１６０】
　現像ローラ１１０を再使用する場合には、これらの工程により、取り外した現像ローラ
１１０を、検査、清掃等の工程に回す。そして、検査の結果不具合が無ければ、現像ロー
ラ１１０は再使用できる。尚、現像ローラ１１０を再使用する場合には、現像ローラ１１
０を、取り外したカートリッジＢ（枠体１１３）そのものに再取り付けしても良い。或い
は、取り外したカートリッジＢ（枠体１１３）とは別のカートリッジＢ（枠体１１３）に
取り付けても良い。尚、枠体１１３（現像剤収容部１１４）を再使用する場合には、現像
剤収容部１１４に現像剤を再充填する。現像剤の再充填を行う場合には、枠体１１３（現
像剤収容部１１４）をクリーニングした後に行う。尚、現像ローラ１１０を再使用する場
合であっても、枠体１１３（現像剤収容部１１４）は、新品を用いても良い。また、供給
ローラ１１５を再使用する場合も、前述した現像ローラの場合と同じである。尚、現像ロ
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ーラ１１０、供給ローラ１１５を再使用する予定が無ければ、取り外し動作は不要である
。
【０１６１】
　また、新品のカートリッジＢを製造する場合には、前述した工程と反対の手順で、枠体
１１３に現像ローラ１１０、供給ローラ１１５を取り付ければ良い。また、カートリッジ
Ｂのリフィルを行う場合には、前述した通りの手順でカートリッジＢを一旦分解する。そ
して、部品（現像ローラ１１０、供給ローラ１１５、枠体１１３等）を検査して、再使用
に不都合が無ければ、これらの部品を再使用する。部品を再使用する場合には、その部品
を、取り外したカートリッジＢ（枠体１１３）とは別のカートリッジＢ（枠体１１３）に
取り付けても良い。或いは、部品を取り外したカートリッジＢそのものに再取り付けして
も良い。
【０１６２】
　また、枠体１１３から取り外した一体部Ｕ２の中から、ギアユニットＵ１を取り出し、
特に消耗が激しい使用後のカップリング１５０のみを新品のカップリングと交換すること
もできる。つまり、図２２に示すように、円筒部材１４７に対してカップリング１５０を
Ｙ２の方向に移動させることで、円筒部材１４７の抜け止め部１４７ｋが撓む。これによ
り、カップリング１５０を円筒部材１４７から簡単に取り外すことができる（図２１）。
これにより、簡単な工程で消耗の激しいカップリング１５０のみを交換し、他の再生可能
な部品と合わせて、再組立てすることも可能である。
【０１６３】
　尚、本実施形態では、現像カートリッジについて述べたがその限りでは無い。例えば、
、感光ドラム及び、感光ドラムに作用する他のプロセス部材が一体的に構成されている所
謂プロセスカートリッジに対しても適用できる。
【０１６４】
　図２３は、ネジによって、サイドカバー１５７、軸受部材１３８を枠体１１３に締結し
ている状態を示す側面図である。図２３（ａ）は、前述した実施形態を示す側面図である
。前述した通り、ネジ２００ａはサイドカバー１５７と枠体１１３とを締結している。ネ
ジ２００ｂは、サイドカバー１５７と軸受部材１３８とを枠体１１３に共締め（締結）し
ている。ネジ２００ｃは軸受部材１３８を枠体１１３に締結している。尚、ネジ２００ｃ
は、穴１５７ｈから侵入する例えばドライバー（工具）（不図示）によって、サイドカバ
ー１５７の外側から、締結、解除が可能である。前述した通り、次のように、サイドカバ
ー１５７と軸受部材１３８とを枠体１１３に取り付けている（締結している）。
【０１６５】
　まず、ネジ（第１のネジ、第１の締結部材）２００ｃによって、軸受部材１３８を枠体
１１３に取り付けている。ネジ２００ｃは、枠体１１３の前記長手方向において、サイド
カバー１５７の外側から枠体１１３に締結することができる。また、締結の解除をするこ
とができる。これは、ネジ２００ｃを締結（解除）するドライバーを、サイドカバー１５
７に設けた穴１５７ｈから侵入させることができるからである。即ち、ネジ２００ｃは、
サイドカバー１５７に設けられた穴１５７ｈから進入して、軸受部材１３８に設けられた
貫通穴１３８ｇを通過して、枠体１１３に設けられた締結部１１１３ｈに締結される。ま
た、ネジ２００ｃは、穴１５７ｈから進入する例えばドライバー（工具）によって締結又
は解除することができる。この構成によって、後述するとおりの効果を得ることができる
。
【０１６６】
　また、ネジ（第２のネジ、第２の締結部材）２００ａによって、サイドカバー１５７を
枠体１１３に直接締結している。また、ネジ（第３のネジ、第３の締結部材）２００ｂに
よって、サイドカバー１５７を軸受部材１３８と共に枠体１１３に締結している。即ち、
共締めしている。前述した構成によって、後述するとおりの効果を得ることができる。尚
、本実施形態では、枠体１１３の前記長手方向において、サイドカバー１５７の外側から
軸受部材を１３８を枠体１１３に締結することができるように、サイドカバー１５７に穴
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１５７ｈを設けた。しかしながらこれに限定されるものではない。例えば、サイドカバー
１５７に穴を設ける代わりに、サイドカバー１５７を切り欠いても良い。但し、サイドカ
バー１５７に穴を設ける構成は、サイドカバー１５７を切り欠く構成と比較して、サイド
カバー１５７の強度を維持することできる。また、サイドカバー１５７がギア１４５、１
４６を覆う面積を大きくすることができる。また、サイドカバー１５７が軸受部材１３８
を覆う面積を大きくすることができる。
【０１６７】
　前述した通り、カートリッジＢの組立て方法は次のとおりである。即ち、枠体１１３に
サイドカバー１５７及び軸受部材１３８を取り付ける方法は次のとおりである。先ず、ネ
ジ（第１のネジ）２００ｃによって、枠体１１３の前記長手方向において、サイドカバー
１５７の外側から、軸受部材１３８を枠体１１３に直接締結する。そして、ネジ（第２の
ネジ）２００ａによって、サイドカバー１５７を枠体１１３に直接締結する。そして、ネ
ジ（第３のネジ）２００ｂによって、サイドカバー１５７を軸受部材１３８と共に枠体１
１３に締結する（図１３（ｂ）、図２３（ａ））。この方法によれば、サイドカバー１５
７及び軸受部材１３８を重ねて枠体１１３に沿わせた状態で、ネジ２００ａ、ｂ、ｃを一
連の動作で締結することができる。従って、組立て作業性を向上させることができた。
【０１６８】
　また、ネジ２００ｂによって、サイドカバー１５７を軸受部材１３８と共に枠体１１３
に共締めする。これによっても、組立て作業性を向上させることができた。尚、ネジ２０
０ｂ、又は/及び２００ｃによって、先ず、軸受部材１３８を枠体１１３に締結すること
が好ましいが、ネジ２００ａによる締結とネジ２００ｂによる締結は、どちらが先であっ
ても構わない。また、軸受部材１３９を枠体１１３に取り付けるに当たっては、ネジ（第
４のネジ）２００ｄによって、軸受部材１３９を枠体１１３に直接締結する。また、ネジ
２００ｅ（第５のネジ）によって、軸受部材１３９を枠体１１３に直接締結する（図２０
（ｂ）（ｃ））。
【０１６９】
　図２３（ｂ）（ｃ）は、本発明を適用した他の実施形態である。図２３（ｂ）は、ネジ
２００ａ、２００ｃに加えて、ネジ２００ｇ、２００ｆを用いた例である。ネジ２００ｇ
は、軸受部材１３８を枠体１１３に締結している。ネジ２００ｇは穴１５７nに侵入する
ドライバー（工具）（不図示）によって、サイドカバー１５７の外部から締結、解除が可
能である。また、ネジ２００ｆは、サイドカバー１５７を枠体１１３に締結している。即
ち、ネジ２００ｇはネジ２００ｃと同様の構成、ネジ２００ｆはネジ２００ａと同様の構
成である。この実施形態では、サイドカバー１５７と軸受部材１３８とを共締めしてはい
ない。
【０１７０】
　図２３（ｃ）は、ネジ２００ｂ、２００ｃ、２００ｇに加えて、ネジ２００ｉを用いた
例である。ネジ２００ｉはサイドカバー１５７、軸受部材１３８、を枠体１１３に共締め
している。即ち、この実施形態では、ネジ２００ｂ、２００ｉを用いて、２箇所でもって
共締めしている。
【０１７１】
　即ち、本実施形態は、枠体１１３の長手方向において、外側にサイドカバー１５７、そ
の内側に軸受部材１３８を配置して、両者を枠体１１３に締結するものである。そして、
本実施形態によれば、軸受部材１３８を枠体１１３に締結する構成として、枠体１１３の
長手方向においてサイドカバー１５７の外側から締結が可能な構成を用いている。即ち、
前述した実施形態のネジ２００ｃと穴１５７ｈ、及び、ネジ２００ｇと穴１５７ｎの構成
を用いている。
【０１７２】
　これによって、本実施形態よれば、外側にサイドカバー１５７、その内側に軸受部材１
３８を配置して、両者を枠体１１３に締結するに当たって、サイドカバー１５７の外側か
らネジ留めすることができる。しかも、本実施形態によれば、一連の操作によって両者１
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できた。即ち、枠体１１３に軸受部材１３８をネジ留めした後に、サイドカバー１５７を
枠体１１３に対向させて、サイドカバー１５７を枠体１１３にネジ留めしなくても良い。
【０１７３】
　本実施形態よれば、両者１３８、１５７を一度に枠体１１３に対向させてネジ留めする
ことができる。従って、両者１３８、１５７を別々に枠体１１３に対向させて、ネジ留め
する手間を省くことができる。また、両者１３８、１５７を枠体１１３から取り外す場合
には、サイドカバー１５７の外側から、両者１３８、１５７を枠体１１３に締結している
ネジを取り外すことができる。このネジの取り外しを一連の動作で行うことができる。
【０１７４】
　従って、枠体１１３からの両者１３８、１５７を取り外す取り外し操作性を向上させる
ことができた。また、両者１５７、１３８を枠体１１３に共締めすることによって、取り
付け作業性を向上させることができた。また、分解する場合には、取り外し作業性を向上
させることができた。
【０１７５】
　尚、前述した各実施形態の、カップリング部材の取り付け方法、及び、カートリッジの
組立て方法は、自動組立て機（所謂ロボット）を用いても、或いは、工具を用いて手作業
でも適用できる。また、カップリング部材の取り外し方法、及び、カートリッジの分解方
法は、主として、工具を用いて手作業で行うことができる。但し、自動組立て機を適宜用
いても良い。
【０１７６】
　前述した実施形態によれば、カートリッジＢにカップリング１５０を取り付けるに当た
って、取り付け操作性を向上させることができた。また、カートリッジＢからカップリン
グ１５０を取り外すに当たって、取り外し操作性を向上させることができた。また、カー
トリッジＢにカップリング１５０を取り付けるに当たって、取り付け操作性を向上させた
、カップリング１５０の取り付け方法を提供することができた。また、カートリッジＢに
取り付けられているカップリング１５０を取り外すに当たって、取り外し操作性を向上さ
せた、カップリング１５０の取り外し方法を提供することができた。
【符号の説明】
【０１７７】
　Ａ　電子写真画像形成装置本体、Ｂ　カートリッジ（現像装置）、　Ｃ　ロータリ（移
動部材）、ｔ　現像剤、１００　電子写真画像形成装置、１１０　現像ローラ、１１３　
カートリッジ枠体、１１５　現像剤供給ローラ、１３８　軸受部材（第１の軸受部材）、
１３９　軸受部材（第２の軸受部材）、１４５　現像ギア（回転力伝達部材）、１４６　
供給ローラギア、１４７　ギア、１５０　カップリング、１５７　サイドカバー、１５９
　弾性部材（ねじりコイルバネ）、２００　ネジ、２００aネジ（第２のネジ、第２の締
結部材）、２００ｂ　ネジ（第３のネジ、第３の締結部材）、２００ｃ　ネジ（第１のネ
ジ、第１の締結部材）、２００ｄ　ネジ（第４のネジ、第４の締結部材）、２００ｅ　ネ
ジ（第５のネジ、第５の締結部材）、１５７　サイドカバー
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